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地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
の

　
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

　
今
、
全
国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
に
あ
る
素
材
を
生
か
し

た
お
菓
子
（
ス
イ
ー
ツ
）
に
よ
る

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
も
そ
の

一
つ
で
す
。

　
中
野
市
は
キ
ノ
コ
栽
培
が
盛
ん

で
、
日
本
一
の
キ
ノ
コ
の
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
約
60
年
の
栽
培

の
歴
史
と
と
も
に
こ
れ
は
大
き
な

地
域
の
資
源
と
言
え
ま
す
。
こ
の

資
源
を
も
っ
と
有
効
に
活
用
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
―
。

こ
の
想
い
か
ら
キ
ノ
コ
の
お
菓
子

構
想
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
信
州
中
野
き
の
こ
の
お
菓
子
振

　
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
発
足

　
こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
、
昨
年

の
秋
に
「
信
州
中
野
き
の
こ
の
お

菓
子
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
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が
発
足
し
ま
し
た
。
会
議
の
傘
下

に
は
、
製
造
か
ら
販
売
、
デ
ザ
イ

ン
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門

家
を
集
め
た
「
信
州
中
野
き
の
こ

の
お
菓
子
振
興
研
究
会
」
を
設
置

し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
個
性
を
出
せ
る
素
材

　
中
野
市
は
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
な

ど
の
産
地
で
も
あ
り
、
お
菓
子
の

素
材
な
ら
果
物
と
の
思
い
も
あ
り

ま
す
が
、
あ
え
て
キ
ノ
コ
の
お
菓

子
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
よ
り
中

野
市
の
個
性
を
出
せ
る
素
材
で
あ

る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
地
元
の
キ
ノ
コ
を
素
材
と
し
た

お
菓
子
が
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
名

物
に
な
り
、
中
野
市
を
訪
れ
た
方

の
お
土
産
に
も
な
れ
る
よ
う
に
育

て
、
信
州
中
野
と
い
え
ば
「
キ
ノ

コ
の
お
菓
子
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
姿
を
作
り
出
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

キノコのお菓子を
信州中野の名物に

■日本きのこマイスター協会
　理事長

前
ま え ざ わ

澤　憲
の り お

雄 さん

（信州中野きのこのお菓子振興
プロジェクト会議 ・ 座長 ）

　エノキタケ生産量日本一の中野市で、新たに「オンリーワン」の商品開発に
取り組むため、「信州中野きのこのお菓子振興プロジェクト会議」が昨年発足
しました。
　「中野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の具体的施策「中野市まるごと
６次産業化」の一つとして始まった「信州ナカノノキノコ S

ス イ ー ツ

WEETS」プロジェ
クトを特集します。

信州ナカノノキノコＳＷＥＥＴＳ
特集
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What's 信州ナカノノキノコ ＳＷＥＥＴＳ？
「信州ナカノノキノコＳＷＥＥＴＳ」って何？

キノコはどのくらい入っているの？

マドレーヌ
1個分の原料30g

エノキタケ粉末
５％（1.5g）

生エノキタケ
15g に相当

【例えばエノキタケの粉末を５％使用した場合】

　洋菓子、和菓子問わず信州中野産のキノコを材料の一つとし
て用いたお菓子が「信州ナカノノキノコ SWEETS」です。
　キノコの使用方法は自由となっていますが、乾燥キノコなど
については、次のような配合割合となっています。

・乾燥キノコおよび粉末　３％以上

・エノキ氷　５％以上

　お菓子の形については、現在、マドレーヌおよびクッキーの菓子型を共通の
ものとし、「オリジナルきのこ金型」を用いています。
　「オリジナルきのこ金型」の製作については、デザイナーさんと何度も協議
を重ねながら、かわいらしくて使いやすい形を目指しました。
　マドレーヌとクッキー以外のお菓子については、形は自由です。

■パティシエ（セルクル）
さん藤

ふ じ さ わ

沢　勉
つ と む

キノコのお菓子の形は？

さん竹
た け う ち

内　智
と も あ き

昭

　菌をそのまま食べられるキノコは
低カロリーで食物繊維が豊富。β

ベータ

グ
ルカンやカリウム、ビタミンＢ群、
アミノ酸なども含まれています。

なぜキノコのお菓子なの？

　また、エノキタケやエリンギに含
まれる糖の一種であるトレハロース
は、さっぱりとした上品な甘みと、
高い保水力が特徴です。これにより
砂糖の使用量を抑え、しっとり感を
保つことができます。
　おいしく体に良いキノコをお菓子
という形でお子さんからお年寄りま
で、楽しく食べてもらいたいと思っ
ています。

▲乾燥キノコ（左）や粉末のほか、
エノキ氷（右）にすることで、栄養
素やうまみがギュッと凝縮されます。

（信州中野きのこのお菓子振興研
究会・お菓子の開発担当運営委員）

■きのこマイスター
（JA中野市青年部・委員長）
（信州中野きのこのお菓子
振興研究会・委員）
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信
州
ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コSW

EETS

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の

一
つ
と
し
て
、
ロ
ゴ
、
シ
ン
ボ
ル
、
包
装

紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
私
が
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ロ
ゴ
に
つ
い
て

　
中
野
市
で
は
お
よ
そ
60
年
ほ
ど
前
、
農

家
の
方
の
冬
の
仕
事
と
し
て
エ
ノ
キ
タ
ケ

栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
北
信
地
域
に
位
置
す
る
中
野
市
は
雪
が

た
く
さ
ん
降
り
ま
す
が
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
は

寒
さ
に
と
て
も
強
い
キ
ノ
コ
で
す
。
ロ
ゴ

の
キ
ノ
コ
の
カ
サ
の
部
分
は
中
野
市
民
の

愛
す
る
高
社
山
と
そ
こ
に
降
る
雪
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
白
い

雪
は
エ
ノ
キ
タ

ケ
の
コ
ロ
コ
ロ

と
し
た
カ
サ
に

も
見
立
て
て
い

ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て

　
中
野
市
が
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
栽

培
キ
ノ
コ
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
原
種
は
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
見
る
白
く
て
細
長
い
キ
ノ
コ

と
は
全
く
違
う
姿
を
し
て
い
ま
す
。
茶
色

く
て
カ
サ
が
大
き
く
、
ナ
メ
コ
と
よ
く
似

た
姿
で
朽
ち
た
木
な
ど
か
ら
生
え
て
き
ま

す
。

　
こ
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
原
木
エ
ノ
キ
、
栽

培
エ
ノ
キ
、
他
に
も
ブ
ナ
シ
メ
ジ
、
ナ
メ

コ
な
ど
中
野
市
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い

る
キ
ノ
コ

の
歴
史
と
、

そ
れ
を
お

い
し
い
お

菓
子
に
変

身
さ
せ
る

パ
テ
ィ
シ

エ
の
姿
を

表
し
て
い
ま
す
。

包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン

　
エ
ノ
キ
タ
ケ
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
、
ナ
メ
コ
、

エ
リ
ン
ギ
、
バ
イ
リ
ン
グ
、
ク
ロ
ア
ワ
ビ

タ
ケ
な
ど
中
野
市
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
キ

ノ
コ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ロ
ゴ
、

シ
ン
ボ
ル
、
包

装
紙
を
使
用

し
て
、
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ

を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■テキスタイルデザイナー
▲信州ナカノノキノコ
　SWEETSのロゴ

▲信州ナカノノキノコ
　SWEETSのシンボル

▲信州ナカノノキノコ
　SWEETSの包装紙
　デザイン

信
州
ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コ

Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
が

販
売
ス
タ
ー
ト
！えのき饅

まんじゅう

頭

亀屋製菓

中央 2-3-5
0269-22-3569

えのき氷入り
だんご

菊水堂

エノキパイ

しおざき

さん相
あ い こ

子 靖
や す こ

子

特集　信州ナカノノキノコ SWEETS

住
☎

吉田 299
0269-22-2411

住
☎

吉田 1-17
0269-22-2427

住
☎

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
作
る

白
み
そ
あ
ん
が
相
性

バ
ツ
グ
ン
！

　
市
内
の
菓
子
店
な
ど
９
店
が
「
信

州
ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コSW

EETS

会
」

を
結
成
し
、
４
月
か
ら
キ
ノ
コ
ス

イ
ー
ツ
の
販
売
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
菓
子
職
人
や
パ
テ
ィ
シ
エ
が
腕
を

振
る
い
、
試
作
を
重
ね
て
出
来
上

が
っ
た
各
店
の
自
慢
の
お
菓
子
を
食

べ
歩
き
し
て
、
お
好
み
の
も
の
を
探

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（信州中野きのこのお菓子振興
研究会・委員）

エ
ノ
キ
の
お
や
き

も
あ
る
よ
！

隠
し
味
の
し
ょ
う
ゆ

が
効
い
て
ま
す
！
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■地域おこし協力隊

　キノコスイーツを市内外の多くの方に
知っていただくため、さまざまなイベント
を活用してＰＲを行ってきたほか、試作段
階のお菓子をより魅力的なものにするた
め、多くの方に試食していただき、アンケー
トを取らせていただきました。
　特産のキノコを使ったお菓子を地域の皆
さんに親しんでいただき、全国に向けて「信
州ナカノノキノコ SWEETS」を一丸となっ
てＰＲしていければと考えています。

写真解説：①・②試
作品発表会（２月
5日）／③・④食農
フォーラム（２月 11
日）／⑤中野ひな市
での誕生記念発売会
（３月 31 日）

えのき茸の
サレクッキー

ミミエデン

きのこと醤
し ょ う ゆ

油の
マドレーヌ

セルクル

えのきアイス

お茶の西沢園

ふるさとロール

バロンミヨシ

きのこの
マロンブッセ

丸屋製菓舗

おひさまの
林
り ん ご

檎パイ

中野市豊田農産物
加工施設利用組合

■きのこ生産者
さん髙

た か ぎ

木 一
か ず な り

成 さん内
う ち や ま

山 奈
な つ き

月

特集　信州ナカノノキノコ SWEETS

①

②

③

④ ⑤

吉田 714-4
0269-24-5188

住
☎

中央 1-8-10
0269-22-6737

住
☎

岩船 167-18
080-5145-7524

住
☎

岩船 311-4
0269-22-4328

住
☎

中央 4-4-15
0269-22-3384

住
☎

永江 2211-1
0269-38-3309

住
☎

食べて、知って、情報発信！

か
わ
い
い
キ
ノ
コ
型

の
パ
イ
が
の
っ
て
ま
す
♪

え
の
き
パ
イ
も
好
評
で
す
♪

手
土
産
や
贈
答
用
に
も

オ
ス
ス
メ
で
す
♪

信
州
味
噌
の
生
ク
リ
ー
ム

と
４
種
の
キ
ノ
コ
が
入
っ

た
ロ
ー
ル
で
す
！

（ケーアイ・オギワラ）
（信州中野きのこのお菓子振興
研究会・販売戦略担当運営委員）

（信州中野きのこのお菓子振興
研究会・イベント企画担当運
営委員）

キ
ノ
コ
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

入
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ

も
オ
ス
ス
メ
♪

中
野
ら
し
い

ブ
ッ
セ
が
で
き
ま
し
た
！
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【写真解説】長野駅構内でのセレモ
ニーを終え、列車が出発すると、車
内にはスイーツの甘い香りと乗客
の皆さんの笑顔が広がりました。

特急ゆけむり～のんびり号～
“信州なかの”スイーツトレイン
　３月 21 日、長野電鉄の観光案内列車「特急
ゆけむり～のんびり号～」の車内で、中野市産
のキノコやリンゴを使って開発したスイーツの
無料配布を行いました。
　「“信州なかの ”スイーツトレイン」と銘打っ
たこの企画は、新しいスイーツのＰＲ活動の一
環で行ったもので、当日は、「中野市魅力ある
まちづくり若者会議」のメンバーらが、エノキ
タケを使ったクッキーやマドレーヌ、リンゴの
パイなどを車内やホーム上で振る舞いました。
　乗客は、車窓からの景色を楽しみながら、中
野市産の農産物を使ったスイーツをおいしそう
に味わっていました。

売れる農業推進室
室長 宮

み や も と

本　浩
ひ ろ あ き

明

　特産のキノコや果実を
使ったスイーツを通して、
「信州なかの」の農産物の
ブランドイメージを高めて
いければと思います。
　本年度は、シャインマス
カットを使ったスイーツの
開発を予定しています。

も
う
一
つ
の

ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
こ
ま
で
に
紹
介
し
た
「
信
州
ナ
カ
ノ

ノ
キ
ノ
コSW

EETS

」
の
ほ
か
に
、
中

野
市
で
は
果
実
を
使
っ
た
新
し
い
ス
イ
ー

ツ
の
開
発
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

都
内
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
昨
年
12
月
、
東
京
都
中
央
区
の
イ
タ
リ

ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ン
ジ
ェ
ロ
コ
ー
ト

東
京
」
総
料
理
長
の
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
プ
ミ

リ
ア
さ
ん
が
本
市
を
訪
れ
、
リ
ン
ゴ
や
ブ

ド
ウ
の
園
地
の
ほ
か
、
キ
ノ
コ
栽
培
の
様

子
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
や
Ｊ
Ａ
中
野
市
な
ど
で
つ

く
る
「
中
野
市
き
の
こ
・
果
実
消
費
拡
大

リ
ン
ゴ
「
サ
ン
ふ
じ
」
を
使
っ
た

新
し
い
ス
イ
ー
ツ

　
２
月
25
日
、「
ア
ン
ジ
ェ
ロ
コ
ー
ト
東

京
」
に
お
い
て
、中
野
市
産
の
リ
ン
ゴ
「
サ

ン
ふ
じ
」
を
使
っ
た
新
し
い
ス
イ
ー
ツ
の

発
表
・
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
さ
ん
ら
に
よ

り
、
サ
ン
ふ
じ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

ス
イ
ー
ツ
３
種
類
が
紹
介
さ
れ
、
出
席
し

た
約
50
人
が
試
食
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
発
表
さ
れ
た
ス
イ
ー
ツ
は
、
今

後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
結
婚
式
場
な
ど
で
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

実
行
委
員
会
」
が
企
画
し
た
中
野
市
産
果

実
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
開
発
に
向
け

た
も
の
で
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
さ
ん
は
、
丁
寧

な
栽
培
方
法
と
農
産
物
の
味
を
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【写真解説】果実の栽
培方法の説明を受ける
アンジェロさん。池田
市長とも固い握手。

【写真解説】リンゴ型の
チョコレートの中にムー
スを入れた生菓子などが
お披露目されました。
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条
　
例

補 

正 

予 

算

３
月
市
議
会
定
例
会
報
告

　
３
月
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
１
日
か

ら
18
日
ま
で
、
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
条
例
案
34
件
、
予
算

案
15
件
、
事
件
案
１
件
の
合
わ
せ
て
50
件

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
な
ど

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
一
般
会
計
（
第
４
号
）
》

　
国
の
平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
お
い

て
、
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
３
億
８

５
４
７
万
５
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

予
算
総
額
を
２
０
７
億
５
６
１
５
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

〈
総
務
費
〉

●
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
寄
附
者
の
皆
さ
ま
へ
の
返
礼
品
を
お
贈

り
す
る
故
郷
の
ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業

費
と
し
て
１
４
４
０
万
円
の
増
額

●
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
で
、
通
知

・
「
中
野
市
行
政
不
服
審
査
会
条
例
」
の

制
定

　
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴
い
、
同

法
に
よ
る
審
査
請
求
の
裁
決
の
判
断
を
審

査
す
る
附
属
機
関
と
し
て
中
野
市
行
政
不

服
審
査
会
を
設
置
す
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

・
「
中
野
市
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る

条
例
」
の
制
定

　
地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に

退
職
管
理
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
職
員
の
退
職
管
理
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

・
「
中
野
市
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
条

例
」
の
一
部
改
正

　
中
野
市
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
に
つ

い
て
、
利
用
す
る
児
童
の
保
護
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
施
設
の
利
用
時
間
を
拡
大

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

・
「
中
野
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定

　
し
尿
の
く
み
取
り
経
費
の
増
加
に
よ
り

適
切
な
業
務
の
維
持
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
し
尿
の
処
理
手
数
料
を
引
き
上
げ
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

契
約
の
締
結

・
「
中
野
市
都
市
公
園
条
例
」
の
一
部
改

正　
県
の
河
川
改
修
工
事
の
完
了
区
間
を
有

効
活
用
し
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
啓
発
活

動
拠
点
の
確
保
と
良
好
な
水
辺
空
間
の
創

出
を
目
的
に
公
園
整
備
を
行
っ
た
「
夜
間

瀬
川
中
央
河
川
公
園
」
に
つ
い
て
、
都
市

公
園
と
し
て
管
理
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
委

任
交
付
金
と
し
て
７
４
２
万
５
千
円
の
増

額〈
民
生
費
〉

●
臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
の
高
齢
者
支
援

臨
時
福
祉
給
付
事
業
費
と
し
て
１
億
４
９

７
０
万
４
千
円
の
増
額

〈
衛
生
費
〉

●
北
信
総
合
病
院
再
構
築
事
業
費
と
し
て

１
億
１
１
７
７
万
円
の
増
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉

●
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
費
で
、

き
の
こ
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
負
担
金
お

よ
び
多
様
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
推
進
事

業
委
託
料
な
ど
と
し
て
４
６
５
４
万
８
千

円
の
増
額

〈
商
工
費
〉

●
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
費
で
、

高
社
山
Ｐ
Ｒ
媒
体
作
製
業
務
委
託
料
な
ど

と
し
て
６
６
４
万
２
千
円
の
増
額

〈
消
防
費
〉

●
消
防
施
設
管
理
事
業
費
と
し
て
１
４
３

万
４
千
円
の
増
額

　
そ
の
ほ
か
、
繰
越
明
許
費
の
補
正

中
野
市
新
庁
舎
建
設
整
備
実
施
設
計
業
務

及
び
建
設
工
事
に
係
る
設
計
・
施
工
契
約

の
締
結

　
新
庁
舎
建
設
整
備
に
係
る
実
施
設
計
業

務
と
建
設
工
事
を
一
括
し
て
発
注
す
る
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。



８２０１６．４ 広報なかの

ふるさとを
学び育つ
文化の
まちづくり

平成28年度
当初予算

　事業の目的や効果を厳しく見極め、市民との情報の共有・連携・協働により、元気な
中野市の実現に向けた予算編成としました。

問い合わせ先
財政課財政係☎（２２）２１１１（内線２２１）

前年度比　18億7,100万円の増（109.2％）

２２１億２,600万円一般会計
予 算 額

「緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち」に向けた６つの柱

支えあい
健やかに
暮らせる
健康長寿の
まちづくり

にぎわいと活力あふれる
まちづくり

安心・安全な
住みよいまちづくり 市民参加と

協働の
まちづくり

　総合計画の施策に掲げた次の６項目をもとに、事業の重点化を図ります。

未来のふるさとを担う
子どもたちを育むまちづくり

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
総

額
２
２
１
億
２
６
０
０
万
円
で
、

平
成
２7
年
度
当
初
予
算
比
較
で
は
、

金
額
に
し
て
18
億
７
１
０
０
万
円
、

率
に
し
て
９
・
２
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
２8
年
度
は
、
第
２
次
中
野

市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
初

年
度
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
野
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
事
業
が
２
年
目
を
迎
え
る
重

要
な
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来

の
中
野
市
を
見
据
え
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
市
民
生
活
に
直
結
す

る
各
種
施
策
を
、
よ
り
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
新
年
度
予
算
は
、

市
民
の
安
心
し
た
生
活
を
支
え
る

た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
各
種
施
策
を
実
施
し
、
人
口

減
少
・
少
子
化
対
策
と
し
て
移
住
・

定
住
促
進
を
図
る
各
種
事
業
の
ほ

か
、
よ
り
手
厚
い
子
育
て
、
保
育

環
境
の
充
実
な
ど
、
未
来
へ
の
礎

と
な
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
財
政
状
況
は
、

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
が
、
引
き
続
き
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
地
方
自
治

の
理
念
に
基
づ
き
予
算
を
執
行
す

る
と
と
も
に
、
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

１ ２ ３

４ ５ ６
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　一般会計は、市が行う事業の大部分を
占め、市民の皆さんから納付していただ
く市税や、国、県からの交付金などが主
な財源となります。
　これに対して特別会計は、特定の事業
を行うための予算で、主に保険料や使用
料などの収入で賄われています。
　また、企業会計は、事業で得る収入に
よって支出を賄う独立採算型の会計とな
ります。

会計別予算額
会計名 予算額 前年比
一般会計 221億2,600万円 9.2%
国民健康保険事業 61億2,152万1千円 1.2%
後期高齢者医療事業 4億5,699万円 6.8%
介護保険事業 43億7,946万2千円 3.6%
倭財産区事業 62万8千円 3.5%

特別会計 永田財産区事業 40万8千円 5.4%
中野財産区事業 188万1千円 △2.8%
下水道事業 ― 皆減
農業集落排水事業 ― 皆減
計 109億6,089万円 △17.2％

企業会計
下水道事業 41億1,855万2千円 皆増
水道事業 16億5,662万6千円 1.6%

◇総務費は、新庁舎の建設工事開始に伴う
新市庁舎整備事業費の増（4,332万余円
⇒10億3,959万余円）や、ふるさと寄附金
の増に伴うふるさと振興基金積立金の増
（3,660万余円⇒２億8,023万余円）、多
目的防災広場整備事業費の増（２億6,150
万円　皆増）、防災行政無線デジタル化
整備事業費の増（1,500万円⇒２億1,094
万余円）などに伴い、前年度比で約17
億２千万円の増額となります。
◇衛生費は、新斎場建設に伴う北信保健衛
生施設組合分担金や、北信総合病院再構
築事業費が減ったことにより、前年度比
で約４億６千万円の減額となります。

歳出の主な特徴

民生費
67億9,639万1千円

30.7％

総務費
42億9,780万2千円

19.4％

土木費
23億8,497万4千円

10.9％

公債費
21億8,159万3千円

9.9％

教育費
16億2,562万2千円

7.3％農林水産業費
10億1,632万3千円

4.6％
衛生費

20億3,237万5千円
9.2％

歳　出

商工費
7億7,000万2千円

3.5％

消防費
7億1,729万5千円

3.2％

その他
3億362万3千円

1.3％

221億2,600万円

◇市税は、給与所得の伸びによる個人市民税
や、大型施設建設による固定資産税および
都市計画税の増などにより、４億7,700万
円余円の増額を見込んでいます。

◇繰入金については、ふるさと寄附金の増に
よる、ふるさと振興基金からの繰入金の増
などにより、前年度比５億3,400万余円の
増額を見込んでいます。

◇その他に含まれる寄附金については、ふる
さと寄附金の増などにより、前年度比２億
4,300万余円の増額を見込んでいます。

歳入の主な特徴

地方交付税
57億円
25.8％

市税
57億8,580万円
26.1％

国庫支出金
20億3,778万5千円

9.2％

市　債
29億8,650万円
13.5％

繰入金
14億6,278万8千円

6.6％

県支出金
11億809万8千円

5.0％

その他
14億1,381万5千円

6.4％

歳　入

地方消費税交付金
7億4,800万円
3.4％

諸収入
8億 8,321 万 4千円

4.0%

221億2,600万円

平成 28 年度 当初予算
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平成 28 年度 当初予算

04
るさとを学び育つ
文化のまちづくりふ

06
民参加と協働の
まちづくり市

　本市出身の久石譲氏を父に持ち、歌手・作詞家
として活躍されている麻衣さんを音楽親善大使
に、中野市イメージソング「空みあげて」の活用
など、音楽の普及と本市のＰＲを行います。

音楽親善大使（アンバサダー）事業　100万円
実継続・ 戦・

　現在実施しているアンサンブルフェスを発展さ
せた市民参加型の音楽祭を開催します。

（仮称）童謡・唱歌のふるさと信州中野音楽祭事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　565万６千円

継続 実・ 戦・

　生涯学習のまちづくりの指針となる、基本構想
を策定します。

第２次中野市生涯学習基本構想策定事業　43万６千円
実臨時・

　「故郷」を作詞した高野辰之、作曲家 中山晋平
の生誕を記念したコンサートや特別展を開催しま
す。

高野辰之・中山晋平生誕記念事業　37万３千円
継続 戦・

　主要な市道の維持補修について、緊急時などを
含めた管理方法の多様化を図るため、部分的な民
間委託を試行します。

市道維持管理業務委託事業　1,000万円
戦新規・

05
心・安全な住み
よいまちづくり安

　地域防災力強化のため、自主防災組織の立ち上
げに際し行う、地域住民への啓発活動などをはじ
め、活動に必要な資機材の購入費用に補助し、組
織強化と存続を図ります。

自主防災組織活動支援事業　84万円
実新規・ 戦・

　豊田地域の屋外子局のデジタル化と中継局設備
整備工事を行います。

防災行政無線デジタル化整備事業　２億1,094万３千円
継続 実・

　都市防災機能向上のため、多目的防災広場を整
備します。

多目的防災広場整備事業　２億6,150万円
継続 実・

　既存住宅の改良により、防災、衛生機能の向上
を図り、市民の皆さんが安心安全で快適に暮らせ
るよう支援します。

住宅防災・衛生機能向上事業　800万円
実新規・

　多様化する行政事務に対処し、行政上の連絡事
務および行政の円滑な推進を図るため、区長会と
行政推進事務委託を締結するなど、市民の皆さん
へのきめ細かな行政を行います。

自治会振興事業　2,526万７千円

　若者が主体的にまちづくりに参加する場とし
て、若者会議を開催します。

魅力あるまちづくり若者会議事業　68万３千円
実継続・

継続 戦・

　協働によるまちづくりを推進するため、事業を
自ら実施する意欲のある若者および女性などが行
う活動を支援します。

中野のチカラ応援交付金事業　120万円

　住民票や印鑑証明書などの各種証明書発行の更
なる利便性向上と業務効率化のため、コンビニ交
付システムを導入します。

証明書コンビニ交付システム整備事業　2,007万２千円

　子ども読書活動を推進するため、国および県の
計画を踏まえて策定します。

第３次中野市子ども読書活動推進計画策定事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　48万１千円

臨時 実・

実新規・ 戦・

実新規・ 戦・

　現在の計画期間が平成28年度で終了するため、
新たに平成29年度からの計画を策定します。

差別撤廃・人権擁護推進総合計画及び
男女共同参画計画見直し・策定事業　157万２千円

新規 実・
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平成28年度予算の

　第２次中野市総合計画前期基本計画で掲げた
都市像「緑豊かなふるさと　文化が香る元気な
まち」の柱となる６項目について、それぞれの
主な事業のうち、いくつか紹介します。

主要事業の紹介

主な事業

財政課財政係☎（２２）２１１１（内線２２１）

　婚活事業を実施している団体や市民と連絡・調
整を図り、官民連携した多様な出会いの場を創出
します。

01
来のふるさとを
担う子どもたちを
育むまちづくり未

02
えあい健やかに
暮らせる健康長寿
のまちづくり支

03
ぎわいと
活力あふれる
まちづくりに

・　　　：来年度も継続予定のある新規事業
・　　　：平成28年度のみの臨時事業
・　　　：内容を拡充した拡大事業
・　　　：継続事業

凡例説明

・　　　：実施計画計上事業

めぐりあいセッティング事業　108万７千円

　不妊治療を行っている夫婦の経済負担の軽減を
図るため、補助金を交付します。

不妊治療補助事業補助金　1,200万円〔＋900万円〕

　学校の特色や地域の実情を踏まえながら、子ど
もたちの発達段階にふさわしいキャリア教育を推
進します。

小中学校キャリア教育推進事業　218万４千円
実新規・ 戦・

新規 実・ 戦・

拡大 実・ 戦・

　健康寿命の延伸を図るため、各種イベントに出
向き、生活習慣病予防等の啓発を推進します。

出張！健康づくり隊事業　２万７千円

　健康寿命の延伸を図るため、歩く健康づくりの
習慣化を推進します。

ウォーキングバーチャルの旅事業　87万円
実新規・ 戦・

新規 実・ 戦・

　生活困窮者が抱える複合的な課題を包括的に支
援するため、家計相談事業を行います。

家計相談支援事業　218 万円
新規 実・

　国の制度対象とならない農業後継者や新規参入
者に対し、営農活動および研修費用や住居などに
必要な費用の助成を行います。

新規就農者支援事業　2,048万５千円
実継続・ 戦・

　農地の再生を行う方に対し、再生作業および再
生後の営農に関する経費を支援します。

遊休荒廃農地対策事業補助金　871万円〔＋45万７千円〕
拡大 実・ 戦・

　農業生産と加工・販売を一体化し、付加価値を
高め、新たな産業を創出するための６次産業化を
支援します。

６次産業化ネットワーク活動交付金　2,726万２千円

　従来の空き店舗活用事業に加え、事業拡大・業
種転換および来店者の利便性の向上のために、既
存店舗を改修する際に要する経費の一部を助成し
ます。

店舗改修等支援事業　500万円〔＋250万円〕
実拡大・ 戦・

継続 戦・

※金額は事業予算額を表しています

新規
臨時
拡大
継続
実

・　　　：中野市まち・ひと・しごと創生総合
　　　　　戦略計上事業
戦

・〔　　〕：拡大事業における影響額

　卒業後３年以内に、北信総合病院の医師として
従事する意思を有する医学生に奨学資金の貸し付
けを行います。

地域医療従事医師奨学資金貸付事業　1,200万円
実継続・ 戦・
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　平成27年４月１日から施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、自
治体の長は教育の振興に関する施策の大綱を定めることとなりました。
　市では、本年３月17日に開催された第２回中野市総合教育会議において、市長と教育委員が協議を行
い、教育に関する総合的な施策の「中野市教育大綱」を策定しました。
　期間は、第２次中野市総合計画との整合性を図るため、平成28年度から平成33年度までの６年間としま
した。概要は次のとおりです。

中
野
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
適
正
規
模
等

　詳しくは、市公式ホームページをご覧ください。

中野市教育大綱を策定しました教育

問い合わせ先 学校教育課総務係　☎（３８）３１１２（内線８２０６）

　
昨
年
開
催
し
ま
し
た
市
民
説
明
会
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
保
護
者
懇
談

会
で
は
、
多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
を
第
一
に
考
え
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
の
と
お
り

「
基
本
方
針
（
案
）
の
見
直
し
の
考
え
方
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
基

本
方
針
の
見
直
し
案
を
お
示
し
し
、
市
民

説
明
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
基
本
的
に
は
基
本
方
針
（
案
）
ど
お
り

と
す
る
が
、
市
民
説
明
会
、
保
護
者
懇

談
会
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
次
の
と

お
り
一
部
見
直
し
を
行
う
。

①
高
社
、
豊
田
の
各
中
学
校
区
に
つ
い
て

は
方
針
ど
お
り
統
合
す
る
こ
と
と
し
、

高
社
中
学
校
区
、
豊
田
中
学
校
区
の
順

に
統
合
を
進
め
る
。
ま
た
、
当
面
は
、

小
中
連
携
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

将
来
的
に
は
小
中
一
貫
校
を
目
指
す
。

②
南
宮
中
学
校
区
の
う
ち
日
野
小
と
延
徳

小
は
、
全
学
年
が
単
級
で
あ
る
が
、
日

野
小
の
今
後
の
児
童
数
の
推
移
を
見
守

り
、
ひ
と
桁
の
学
年
が
複
数
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
た
と
き

に
、
改
め
て
検
討
を
行
う
。

ふるさとへの愛着と
豊かな社会性を
身に付ける教育の推進

　１　「信州なかの」ふるさと学習の推進　　　　２　地域が支え地域に学ぶ生涯学習の推進
　３　時代に対応した魅力ある学校教育の推進　　４　夢をもち、未来にはばたくキャリア教育の推進
　５　豊かな心、健やかな体、確かな学力を向上させるため、安心して学べる教育環境の充実

基
本
方
針（
案
）の
見
直
し
の
考
え
方
に
つ
い
て

内
容

日
程
（
予
定
）

基
本
方
針
の
決
定

９
月

（
仮
称
）統
合
準
備
委
員
会

（
設
計
を
含
む
）を
設
置
し

（
高
社
・
豊
田
）課
題
検
討

平
成
２９
年
１
月
～

平
成
31
年
３
月

整
備
改
修
（
平
岡
小
）

平
成
31
年
度

統
合
小
開
校

平
成
3２
年
４
月

整
備
改
修
（
豊
田
中
）

平
成
3２
年
度

統
合
小
開
校

平
成
33
年
４
月

対
象

日
程
（
予
定
）

市
議
会
へ
の
説
明

４
月

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
５
月
～
６
月

③
中
野
平
中
学
校
区
の
う
ち
平
野
小
は
、

全
学
年
が
複
数
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
、
高

丘
小
は
全
学
年
が
単
級
で
あ
る
た
め
、

高
丘
小
の
今
後
の
児
童
数
の
推
移
を
見

守
り
、
集
団
で
の
学
習
な
ど
、
学
校
運

営
で
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
状
況
に
な
っ
た
と
き
に
、
改
め
て
検

討
を
行
う
。

○
基
本
方
針
見
直
し
案
の
説
明

基
本
方
針
（
案
）
の
見
直
し
の
考
え
方

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　
な
お
、
市
民
説
明
会
で
皆
さ
ま
の
ご

理
解
が
得
ら
れ
た
場
合
は
、
次
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
総
務
係

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
８
２
０
６
）

学校

◆基本理念 ◆目指す子ども達の姿
ひと・もの・ことと関わり
ながら学び合い、支え合い、
未来を切り拓くたくましい
子ども

◆５つの柱
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【
縦
覧
制
度
】

　
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ

て
い
る
他
人
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
を
公
開
す
る

こ
と
で
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
己

の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適

正
か
ど
う
か
を
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

（
帳
簿
の
複
写
は
で
き
ま
せ
ん
。）

縦
覧
で
き
る
期
間
　
５
月
２
日
㈪
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
3０

分
～
午
後
５
時
15
分

縦
覧
で
き
る
方
　
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
。
な
お
、土
地
の
納
税
義
務
者
は「
土

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」、
家
屋
の
納
税
義

務
者
は「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」、土
地
・

家
屋
の
納
税
義
務
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
帳
簿

を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
内
容
　

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、地
番
、

地
目
、
地
積
、
価
格

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、
家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

縦
覧
に
必
要
な
も
の

①
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
運
転

免
許
証
や
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
の
代
理
人
の

方
は
、
納
税
義
務
者
の
委
任
状
お
よ
び

代
理
人
の
運
転
免
許
証
や
保
険
証
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明

書

閲
覧
が
で
き
ま
す

資産税
固定

【
閲
覧
制
度
】

　
納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
税
台
帳
に

記
載
さ
れ
た
自
己
資
産
の
内
容
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
借
地
人
、
借
家

人
の
方
も
借
用
物
件
の
課
税
台
帳
の
閲
覧

が
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
期
間
　
平
成
29
年
３
月
31
日

㈮
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）
午
前
８
時
3０
分
～
午
後
５
時
15
分

閲
覧
で
き
る
方
　
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
、
借
地
・
借
家
人
、
破
産
管
財
人
な

ど
固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利
の
あ
る
方

閲
覧
に
必
要
な
も
の

①
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
運
転

免
許
証
や
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
の
代
理
人
の

方
は
、
納
税
義
務
者
の
委
任
状
お
よ
び

代
理
人
の
運
転
免
許
証
や
保
険
証
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明
書

③
借
地
・
借
家
人
は
、
賃
貸
借
契
約
書
お

よ
び
運
転
免
許
証
や
保
険
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明
書

④
相
続
人
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
相
続
関
係

が
分
か
る
も
の
お
よ
び
運
転
免
許
証
や

保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

の
身
分
証
明
書

●
縦
覧
・
閲
覧
手
数
料
　
無
料

●
縦
覧
・
閲
覧
場
所
　
税
務
課
ま
た
は
豊

　
田
支
所
地
域
振
興
課

問
い
合
わ
せ
先
　

税
務
課
資
産
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
市
税
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

う
た
め
の
財
源
と
し
て
、
所
得
や
資
産
な

ど
の
状
況
に
応
じ
、
皆
さ
ん
に
公
平
に
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
平
成
28
年
度
の
市
税
が
順

次
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
今
月
号
に
挟
み
込

ん
で
あ
る
「
平
成
28
年
度
中
野
市
市
税
公

共
料
金
納
付
計
画
表
」
を
毎
月
の
納
付
計

画
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
、
納
期
内
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
期
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方

と
の
不
公
平
を
な
く
し
、
税
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

ほ
か
、
市
で
は
次
の
よ
う
な
滞
納
整
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
督
促
状
の
送
達

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
い
た
だ
け
な

い
場
合
は
、
納
期
限
後
2０
日
以
内
に
督
促

状
を
発
送
し
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、督
促
手
数
料
（
１
０
０
円
）

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
延
滞
金
の
加
算

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
付
に
な
る
ま

で
の
間
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
法
律

に
定
め
ら
れ
た
割
合
で
加
算
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

税金

◆
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
し
押
さ
え
）

　
自
主
納
付
い
た
だ
け
ず
に
市
税
が
滞
納

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
法
律
に
基
づ
き
滞

納
者
の
各
種
財
産
を
調
査
し
、
差
し
押
さ

え
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
徴
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

と
協
力
し
、
滞
納
者
の
預
貯
金
、
給
与
、

動
産
、
不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
た
動
産
や

不
動
産
は
公
売
に
よ
り
売
却
し
て
い
ま
す
。

○
便
利
な
「
口
座
振
替
」

　
市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
便

利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

　
㈱
八
十
二
銀
行
、
中
野
市
農
業
協
同
組

合
、
北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
、
長

野
信
用
金
庫
、
㈱
長
野
銀
行
、
長
野
県
信

用
組
合
、
長
野
県
労
働
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
長
野
県
・
新
潟
県
内
に
限
る
）

○
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　
納
期
限
内
の
納
付
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
市
税
の
納
付
が
で

き
ま
す
。（
合
計
金
額
3０
万
円
ま
で
）

　
24
時
間
、
土
・
日
・
祝
日
で
も
納
付
が

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
納
税
相
談
先
　

税
務
課
収
納
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
７
・
２
２
８
）

固
定
資
産
の
縦
覧
と
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市
で
は
、
市
民
の
権
利
・
利
益
を
保
護

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
住
民
票
の
写

し
等
の
不
正
取
得
に
係
る
本
人
通
知
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
本

の
写
し
な
ど
の
証
明
書
が
、
第
三
者
か

ら
不
正
に
取
得
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
場
合
に
、
当
事
者
本
人
に
不

正
取
得
の
事
実
を
通
知
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
証
明

　
住
民
基
本
台
帳
法
お
よ
び
戸
籍
法
の
規

定
に
基
づ
く
、
次
の
証
明
が
対
象
で
す
。

①
住
民
票
の
写
し
（
削
除
さ
れ
た
住
民
票

の
写
し
を
含
む
）

②
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（
削
除
さ
れ

た
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
を
含
む
）

③
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
削
除
さ
れ
た
戸

籍
の
附
票
の
写
し
を
含
む
）

④
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
除
籍
謄
本
・
抄
本
、

改
製
原
戸
籍
な
ど
を
含
む
）

⑤
戸
籍
届
出
書
記
載
事
項
証
明
書

本
人
通
知
対
象
者

〇
現
在
、
本
市
に
住
所
や
本
籍
が
あ
る
方

〇
過
去
に
、
本
市
に
住
所
や
本
籍
が
あ
っ

た
方

※
た
だ
し
、
亡
く
な
っ
た
方
や
失
踪
宣
告

を
受
け
た
方
お
よ
び
本
市
に
戸
籍
や
住

民
票
が
無
く
、
所
在
が
確
認
で
き
な
い

方
は
対
象
外
で
す
。

通
知
の
方
法
と
内
容

　
郵
送
に
よ
り
、
次
の
内
容
を
記
し
た
書

面
で
通
知
し
ま
す
。

①
証
明
書
を
交
付
し
た
年
月
日

②
証
明
書
の
種
類

③
交
付
し
た
証
明
書
の
通
数

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
窓
口
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
取
得
に
係
る

本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

本人通知制度の仕組み

中野市

本人

国や地方公共団体の機関（法務局など）

第三者
①住民票の写し等
　の交付申請

②交付

④不正取得があった旨の通知

⑤不正取得の
　事実を通知

③不正取得
　の判明

窓口

①
交
付
の
準
備
が
で
き
ま
し
た
ら
、
市
か

ら
交
付
場
所
、
必
要
な
持
ち
物
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
交
付
通
知
書（
は
が
き
）

を
ご
自
宅
に
お
送
り
し
ま
す
。

②
必
要
な
持
ち
物
を
お
持
ち
に
な
り
、
交

付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
期
限
ま
で

に
、
記
載
さ
れ
た
交
付
場
所
に
ご
本
人

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
交
付
窓
口
で
本
人
確
認
の
上
、
暗
証
番

号
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
、
カ
ー
ド
を

交
付
し
ま
す
。

※
交
付
に
は
、
お
一
人
約
20
～
30
分
掛
か

り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
予
約

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

制度
Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

申
請
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

申
請
も
任
意
で
す
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
20
歳
以
上
の
方
は
10
回
目
の
誕
生

日
、
20
歳
未
満
の
方
は
5
回
目
の
誕
生
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問　

Ｑ
＆
Ａ

月日・曜日・受付時間 交付場所

平
日
月～金曜日
時間：午前８時30分
　　　　　　～午後５時15分

本庁舎：市民課
豊田支所：地域振
興課

休
日

下記の日曜日
時間：午前８時30分～正午
【４月】10日、24日
【５月】22日　【６月】26日

本庁舎：市民課

▼４月から６月までの交付日時など

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
か
ら
重
要
な
個
人
情
報
が
筒
抜
け
に
な

り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
、
税
や

年
金
の
情
報
、
病
歴
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
性
の
高
い
情
報
は
記
録
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
情
報
は
、
暗
証

番
号
で
保
護
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
窓
口
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
の
交
付
の
流
れ
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中
野
市
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
の
利
便
性
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」
を
運
行

し
て
い
ま
す
。

　
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
地
球
温
暖
化
対
策

の
た
め
に
も
、
環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

運
行
日
　
平
日
の
み
（
た
だ
し
、
12
月
2９

日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
は
運
休
）

利
用
料
金
　
次
の
と
お
り
で
、
シ
ル
バ
ー

乗
車
券
が
利
用
で
き
ま
す
。（
バ
ス
定
期

券
、
バ
ス
回
数
券
は
使
え
ま
せ
ん
）

※
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
は
、
利
用

状
況
に
応
じ
、
見
直
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
倭
・
科
野
地
区
】 

１
乗
車
３
０
０
円

（
主
な
停
留
所
）
中
野
市
役
所 

―
北
信
総

合
病
院 

― 

一
本
木
（
イ
オ
ン
中
野
店
）

― 

深
沢
神
社 

―
岩
井
東

【
豊
田
地
域
】　
１
乗
車
２
０
０
円

（
主
な
停
留
所
）
上
今
井 

― 

替
佐
駅 

― 

中
野
市
豊
田
支
所 

―
硲
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー 

― 

毛
野
川
橋 

― 

三
俣

【
高
丘
・
平
野
・
延
徳
地
区
】　

１
乗
車
４
０
０
円

（
主
な
停
留
所
）
大
俣
生
活
セ
ン
タ
ー
、

牛
出
公
会
堂
、大
熊
公
民
館
下
、中
野
駅
、

北
信
総
合
病
院

○
利
用
す
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
予

約
の
あ
っ
た
停
留
所
の
み
運
行
し
ま
す
。

○
第
１
便
は
「
市
内
中
心
部
へ
行
く
便
」、

第
２
～
４
便
は
「
各
地
区
へ
帰
る
便
」

の
運
行
と
な
り
ま
す
が
、
予
約
状
況
に

よ
っ
て
は
、
地
区
内
の
停
留
所
間
の
移

動
も
可
能
で
す
。

予
約
専
用
番
号

０
９
０
（
１
５
４
１
）
０
４
０
０

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
事
務

局
（
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

交通

～
ご
利
用
く
だ
さ
い
地
域
の
足
～

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」

ふ
れ
あ
い
バ
ス

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー

　
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
体
系
の
構

築
を
進
め
る
た
め
、
中
野
市
地
域
公
共
交

通
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
協
議
・
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
協
議
会
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
３

月
31
日
現
在
の
年
齢
が
満
1８
歳
以
上
の

方
で
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方
（
会
議
は
、
年
３
回

程
度
開
催
予
定
で
す
）

○
任
期
　
２
年

○
募
集
人
数
　
３
人
以
内

○
応
募
方
法
　
「
私
の
考
え
る
中
野
市

の
公
共
交
通
に
つ
い
て
」
の
考
え
を

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
ほ
か

の
審
議
会
な
ど
の
委
員
の
方
は
、
審
議

会
な
ど
の
名
称
を
記
入
の
上
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
（
様
式
任
意
）

※
提
出
さ
れ
た
書
類
に
基
づ
き
選
考
し
、

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

○
応
募
締
切
　
４
月
22
日
㈮
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
す
で
に
市
の
ほ

か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
で
あ
る
方

は
、
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３—

８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
事
務

局
（
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

募集

中
野
市
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
委
員

　
長
野
県
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
昭
和
５５
年
、
県
に
よ
り
建
設
さ
れ
、

本
市
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
・
運
営

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
建
設
か
ら
3５
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
に
よ
る
施
設
維
持
管
理
経
費
な
ど

財
政
負
担
上
の
問
題
か
ら
、
所
有
者
で
あ

る
県
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
９
月
30
日

㈮
を
も
っ
て
閉
館
し
、
施
設
を
解
体
す
る

施設

長
野
県
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

施
設
廃
止
に
つ
い
て

▲ふれあいバス

▲お出かけタクシー

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
年
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
施
設
廃

止
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

営
業
推
進
課
商
工
労
政
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）
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※いずれの会場も、土・日・祝日は除く。

　「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
年

金
受
給
者
支
援
の
た
め
、
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
支
給
対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方

①
平
成
27
年
１
月
１
日
に
お
い
て
本
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

②
平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
※
１

（
６
千
円
）
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、

平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方

（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

（
※
１
）
平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
要
件

・
平
成
27
年
度
市
民
税
（
均
等
割
）
が
非

課
税
で
あ
る
こ
と

・
平
成
27
年
度
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
に
当

た
ら
な
い
こ
と

③
生
活
保
護
の
被
保
護
者
で
な
い
方

○
支
給
額
　
一
人
当
た
り
　
３
万
円

○
申
請
先
　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
（
住
民
登
録
地
）
の
市
区
町
村

○
申
請
方
法
　
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方

に
は
、
４
月
中
旬
に
申
請
書
類
を
送
付

し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書

に
記
入
・
押
印
の
上
、
必
要
書
類
を
添

付
し
、
申
請
書
と
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
郵
送
す
る
か
、
下
記
の
受
付
場
所
に

持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
支
給
対
象
と

思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
書
が
届
か
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
　
４
月
15
日
㈮
～
７
月
15
日

㈮
（
各
市
町
村
で
受
付
期
間
は
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
期
間
内
に
申
請
が
な
い

場
合
は
、
受
給
を
辞
退
し
た
も
の
と
み

な
し
ま
す
。
）

○
支
給
（
不
支
給
）
決
定
　
申
請
を
受
け

た
後
、
平
成
26
年
中
の
所
得
等
受
給
資

格
に
つ
い
て
審
査
の
上
、
支
給
（
不
支

給
）
決
定
し
ま
す
。

給付金

低
所
得
高
齢
者
向
け
の
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金問

い
合
わ
せ
先

福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
６
・
２
５
５
）

○受付場所
場所 期間 時間

市役所１階
行政委員会室前
（市民ホール）

４月15日㈮～
５月13日㈮

午前９時～
午後５時

福祉課 ５月16日㈪～
７月15日㈮

午前８時30分～
午後５時15分

豊田支所
地域振興課

４月15日㈮～
７月15日㈮

午前８時30分～
午後５時15分

中野市合併１０周年記念プレミアム付「元気がでる商品券」結果

問い合わせ先

販売状況と換金状況について
　平成27年6月29日と７月１日に
販売しました、プレミアム付「元
気がでる商品券」の販売および換
金結果は次のとおりです。

換金区分 換金額
（千円）

利用割合
（換金額／換金総額）

１
自動車販売・整備業 77,433 30.7%

内
訳
市内カーディーラーなど 44,607 17.7%
地元自動車販売店 32,826 13.0%

２ 住宅関連（建築、リフォームなど） 73,616 29.2%
３ 市内　ＪＡ関係 20,350 8.1%

４ 大型店 11 店（総合スーパー、スー
パーマーケット、ホームセンター） 19,305 7.7%

５ 農機具販売・整備、自転車小売業 17,026 6.8%
６ 家電小売および付帯工事など 16,810 6.7%

７ 大手系専門店、コープ
小売・飲食・サービス業 8,400 3.3%

８ 家具・じゅう器、その他の小売業 8,190 3.3%
９ 織物・衣服・身の回り品小売業 5,626 2.2%

10 飲食料品小売業（コンビニエンスス
トアー、製造小売含む） 2,770 1.1%

11 サービス業（飲食、タクシー業） 1,722 0.7%

12 サービス業（理・美容業、クリーニ
ング、学習塾ほか） 697 0.3%

合計 251,945

○販売者　信州中野商工会議所
○販売日　平成27年6月29日、７
月１日（完売）
○販売総額　２億1,000万円（プ
レミアム分20％除く）
○発行総額　２億 5,200 万円
○購入者　153人（子育て世帯向
け31人、一般向け122人）
○換金総額　２億5,194万5,000円
○換金率　99.98％
○換金状況　右表のとおり

営業推進課商工労政係
☎（２２）２１１１
（内線２７２）
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全
て
の
国
民
が
、
障
が
い
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律(

障
害
者
差
別
解
消

法)

」
が
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
お
よ

び
関
連
す
る
福
祉
制
度
な
ど
に
つ
い
て
理

解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
手
話
で

日
常
生
活
を
行
う
た
め
に
必
要
な
手
話
表

現
技
術
を
学
ぶ
た
め
、
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
　

　
平
成
28
年
度
は
「
入
門
課
程
」
を
、
平

成
29
年
度
は
「
基
礎
課
程
」
を
行
い
、
両

方
を
受
け
て
全
課
程
修
了
と
な
り
ま
す
。

　
入
門
課
程
は
、
６
月
か
ら
、
隔
週
の
水

曜
日
に
次
の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

施行
　
障
が
い
を
理
由
と
し
て
、
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
は
、
国
や
県
・
市
町
村
な
ど
の

行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
会
社
や
お
店
な

ど
の
民
間
事
業
者
で
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
障
が
い
者
へ
の
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

募集

○
時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

○
会
場
　
中
野
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
座
内
容
　
実
技
36
時
間
・
講
義
６
時

間
（
計
42
時
間
）

○
定
員
　
20
人

　
手
話
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
３
１
１
１

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
が
禁
止

は
、
国
や
県
・
市
町
村
に
は
法
的
な
義
務
、

民
間
事
業
者
に
は
努
力
義
務
が
生
じ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
な
か
の
今
月
号
に
挟

み
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
市
の
職
員
対
応
要
領
の
作
成
】

　
市
で
は
、
事
務
・
事
業
を
行
う
に
当
た

り
、職
員
の
対
応
要
領
を
作
成
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
、
豊
田
支
所

地
域
振
興
課
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
�
２
１
１
１
（
２
９
５
）

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

ま
い
さ
ぽ
中
野

福祉

～
家
計
相
談
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
～

　
ま
い
さ
ぽ
中
野
は
、
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
方
の
就
職
、
住
居
、
子
ど
も
の
学
習

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
な
支
援
内
容
と
し
て

家
計
相
談
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○
支
援
内
容
　「
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
ず
常
に
借
金
に
頼
る
」な
ど
、

家
計
に
問
題
を
抱
え
る
方
に
対
し
て
、

相
談
員
が
一
緒
に「
家
計
の
見
え
る
化
」

を
行
い
、家
計
収
支
を
見
直
す
こ
と
で
、

生
活
再
建
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

ま
い
さ
ぽ
中
野（
福
祉
課
厚
生
保
護
係
内
）

☎
�
０
２
２
１

福祉

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
お
よ
び

制
服
等
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
し
ま
し
た

　
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、
住
む
と
こ

ろ
が
な
い
な
ど
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
を

支
援
す
る
た
め
に
平
成
27
年
４
月
か
ら
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
生
活
上
の
困
り
ご

と
支
援
の
一
助
と
し
て
、
中
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
事
業
」
お
よ
び
「
制
服
等
リ
サ
イ

ク
ル
」
を
行
い
ま
す
。

○
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
は
　「
食
糧
銀
行
」

を
意
味
す
る
社
会
福
祉
活
動
で
す
。
ま

だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
食
品
を
、
食

べ
物
に
困
っ
て
い
る
施
設
や
人
に
届
け

る
活
動
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

・
募
集
す
る
食
糧
品
　
①
長
期
保
存
可
能

な
食
糧（
缶
詰
、レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）、

②
生
鮮
食
糧
品（
米
、野
菜
な
ど
）

※
②
に
つ
い
て
は
、
こ
の
事
業
に
賛
同
い

た
だ
け
る
企
業
・
個
人
の
皆
さ
ま
に
登

録
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
、
支
援

が
必
要
と
な
っ
た
際
に
生
鮮
食
糧
品
を

提
供
い
た
だ
く
仕
組
み
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
制
服
等
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
　
市
内
中
学

校
へ
進
学
す
る
子
ど
も
の
い
る
世
帯

で
、
十
分
な
所
得
が
得
ら
れ
な
い
世
帯

の
就
学
支
援
と
し
て
、
不
用
と
な
っ
た

「
制
服
、
通
学
カ
バ
ン
」
を
無
償
で
提

供
い
た
だ
き
、
必
要
と
す
る
新
入
生
に

活
用
す
る
事
業
で
す
。
お
譲
り
い
た
だ

け
る
方
は
、ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
供
先

中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
３
１
１
１
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市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る
健
康
保

持
増
進
を
図
る
た
め
、
指
定
医
療

機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
際

の
健
診
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

〇
対
象
者

①
35
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
（
40
歳
か
ら
74
歳

の
方
は
、
特
定
健
診
と
し
て
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
た
だ
し
、が
ん
検
査
は
40
歳
以
上

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
（
75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
65

歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
方
）

〇
助
成
額
　
健
診
費
用
の
２
分
の

１
以
内
（
年
度
内
１
回
限
り
と

し
、
が
ん
ド
ッ
ク
助
成
や
各
地

区
で
行
わ
れ
る
特
定
健
診
を
受

け
た
方
は
除
き
ま
す
）

〇
申
し
込
み
・
受
診
方
法
　
ご
希

望
の
医
療
機
関
に
健
診
内
容
や

費
用
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
受
診
の
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
後
、
受
診
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
福
祉
課
ま
た

は
健
康
づ
く
り
課
窓
口
で
「
受

診
助
成
券
」
の
交
付
申
請
を
し

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
へ

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

て
く
だ
さ
い
。

〇
助
成
方
法
　
助
成
額
は
市
が
直

接
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
は
、
健
診
費

用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

〇
指
定
医
療
機
関
　
３
月
に
全
戸

配
布
し
た
「
平
成
28
年
度
版
健

康
・
福
祉
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
12

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
０
４
）

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）

健康
　
４
月
か
ら
利
用
時
間
が
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

○
利
用
時
間
（
月
～
金
曜
日
）

　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

○
実
施
場
所　

病
児
・
病
後
児
保

育
施
設
（
北
信
総
合
病
院
た
ん

ぽ
ぽ
保
育
園
と
な
り
）

○
病
児
・
病
後
児
保
育
と
は
　
保

育
園
な
ど
に
通
う
児
童
が
「
病

気
」
ま
た
は
「
病
気
の
回
復
期
」

で
保
育
園
な
ど
で
の
集
団
保
育

が
困
難
で
あ
る
時
期
に
、
保
護

者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
で

保
育
が
で
き
な
い
場
合
、
一
時

的
に
児
童
を
お
預
か
り
す
る
事

業
で
す
。
な
お
、
利
用
希
望
の

方
は
、
登
録
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

○
利
用
方
法
　
か
か
り
つ
け
医
を

受
診
し
、
診
療
情
報
提
供
書
に

記
入
の
上
、
利
用
申
込
書
に
添

付
し
て
当
施
設
へ
持
参
下
さ
い
。

　
ま
た
、
事
前
に
施
設
へ
電
話
で

病
状
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
利
用
料
金
　
利
用
料
金
は
掛
か

り
ま
せ
ん
。

○
利
用
制
限
　
施
設
の
構
造
な
ど

に
お
い
て
空
気
感
染
に
対
応
で

き
な
い
た
め
、
空
気
感
染
の
疾

患
時
（
結
核
・
麻
疹
・
水
痘
）

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期

に
お
い
て
38
・
５
度
以
上
の
発

熱
性
疾
患
時
は
、
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

保
育
課
保
育
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
が

保育

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
将

来
に
わ
た
り
高
齢
者
の
方
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
被
保
険
者（
加
入
者
）は
、
75
歳

以
上
の
方
と
65
歳
以
上
75
歳
未
満

の
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、
広
域

連
合
の
認
定
を
受
け
た
方
で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
保
険
料
額
は
、

平
成
27
年
中
の
所
得
の
申
告
に
基

づ
き
算
出
し
、
７
月
中
旬
に
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
「
決

定
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
本
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
方
に
は
、
誕
生
日
の
前

日
ま
で
に
「
保
険
証
」
を
ご
自

宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

○
平
成
２8
・
２9
年
度
保
険
料
率

・
均
等
割
額
　
４
万
９
０
７
円

・
所
得
割
率
　
８
・
３
％

・
限
度
額
　
57
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　
所
得
に
応
じ
て
、
次
の
と
お
り

保
険
料
の
軽
減
措
置
を
継
続
し
て

行
い
ま
す
。

○
均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
、
９

割
、
８
・
５
割
、
５
割
、
２
割

を
軽
減
し
ま
す
。

○
所
得
割
額
の
軽
減

　
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除

33
万
円
を
控
除
し
た
残
り
の
額

が
58
万
円
以
下
（
年
金
収
入
で

２
１
１
万
円
以
下
）
の
方
は
、

所
得
割
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。

○
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
直

前
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
は
、
所
得
割
額
が

掛
か
ら
ず
均
等
割
が
９
割
軽
減

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
６
（
２
２
９
）
５
３
２
０

保険

保
険
料
の
軽
減

均等割額（40,907円）
保険料の計算方法

所得割額（前年中の
総所得金額等‐基礎
控除額33万円）×所
得割率（8.3%）

保険料（年額）

＋

＝
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肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
の
原
因
と

な
る
菌
で
、
特
に
高
齢
者
や
慢
性

疾
患
を
お
持
ち
の
方
は
重
篤
化
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、

通
常
１
回
の
接
種
で
５
年
以
上
の

効
果
が
認
め
ら
れ
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
よ
う
に
毎
年
接
種
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
①
お
よ
び
②
に
該

当
す
る
市
民
の
方

①
平
成
28
年
度
（
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
）
に
、
65
歳
、
70

歳
、
75
歳
以
上
と
な
る
方
（
た

だ
し
、
65
歳
、
70
歳
の
方
は
、

過
去
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
受
け
た
場
合
、
対
象
者
と
は

な
り
ま
せ
ん
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有

す
る
方

※
た
だ
し
、
①
・
②
と
も
に
過
去

５
年
以
内
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

医療機関名 住所 電話番号
アライクリニック 岩船 444 －１ （24）060１
飯田医院 中野 １６５0 －３ （22）26５３
市川内科医院 三好町一丁目2－１0 （22）３３66
今井こども医院 岩船 １６１ － １3 （24）７７５５
小田切医院 中央三丁目4－１６ （22）３0５4
くまき整形外科・
リウマチ科クリニック一本木 ２8２ －１ （2３）１３0１

高野医院 中央二丁目6－２２ （22）6８１0
佐藤病院 上今井 ６0１ （３８）３３１１
須藤医院 中野 １8６8 －７ （22）３７46
関整形外科 西条 97２ －１ （22）6１７0
徳竹医院 中央一丁目７－３ （22）３202
西原医院 西二丁目３－１６ （22）３00７
長谷川クリニック 吉田 770 －１ （26）７７00
広田医院 中央一丁目2－１0 （22）666１
北信総合病院 西一丁目５－６3 （22）2１５１
丸谷医院 片塩 4６５－１ （26）00７７
南谷整形外科 小田中 4６２－１ （22）７７22
油井内科医院 金井 893－2 （26）１24１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す接

種
の
流
れ
　
左
表
の
委
託
医
療

機
関
へ
予
約
の
上
、
年
齢
が
確
認

で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
）
を
持
参
し
中
野
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
診

票
兼
助
成
券
な
ど
を
交
付
し
ま

す
。

助
成
額
　
３
０
０
０
円
（
医
療
機

関
で
支
払
い
時
に
差
し
引
か
れ
、

差
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
・

３
６
８
）

※このほか、市外医療機関の一部でも接種できる
場合があります。詳しくはお問い合わせください。

（五十音順）
◆高齢者肺炎球菌の予防接種ができる医療機関

６５歳 昭和26年４月２日生から
昭和27年４月１日生

７０歳 昭和21年４月２日生から
昭和22年４月１日生

７５歳以上 昭和17年４月１日以前生

◆平成２8年度に各年齢になる方
健康

保険

問い合わせ先　福祉課国保医療係　☎（２２）２１１１（内線３０４・２９６）

入院時の食事に係る標準負担額が見直しされます
国民健康保険証、後期高齢者医療保険証をお使いの皆さんへ

負担額（１食当たり）

現行 平成２8・２9年度
（Ｈ２8.4.１～Ｈ3０.3.31）

平成3０年度以降
（Ｈ3０.4.１以降）

一般所得
（下記以外の方） 260円 360円 460円

低所得Ⅱ
（住民税非課税）

210円
（過去12カ月の入院日数が90日以下） 据え置き 据え置き

160円
（過去12カ月の入院日数が90日超） 据え置き 据え置き

低所得Ⅰ
（住民税非課税で
一定所得以下）

100円 据え置き 据え置き

　４月から、中野市国民健康保険証または長野県後期高齢者医療保険証をお使いの方に対する入院時の食
事代について、入院と在宅療養の負担の公平などを図る観点から、在宅療養でも負担する費用として食材
費相当額に加え、調理費相当額の負担が下表のとおり加わります。
　なお、低所得者、指定難病患者など一部例外は据え置き、引き上げは行いません。
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開催

○期　日　５月28日㈯
○時　間　（開場）午後２時30分、（開演）午後３時
○内　容　第1部：クラシック、第２部：ポップス(予定)
○出演者　軽部真一(フジテレビアナウンサー)、松本蘭（ヴァイオリニスト）、

他演奏者、稲垣潤一(歌手・スペシャルゲスト) 
○会　場　市民会館ホール
○入場料　3,000円(全席自由)※未就学児童の入場はご遠慮いただいております。
○チケット販売所　文化スポーツ振興課、中山晋平記念館、高野辰之記念館、

中野陣屋・県庁記念館、豊田文化センター、シンフォニア・ヒオキ楽器㈱、
市内セブンイレブン各店

※ｅ＋イープラスでも販売しています。（ＰＣ・携帯：http://eplus.jp）、
（直接購入：ファミリーマート） 

　市と中山晋平記念会の晋平・辰之メモリアル企画推進委員会では、中山晋
平先生・高野辰之博士をはじめとする本市出身の音楽家の業績を称えるとと
もに、市民の皆さんにさまざまな音楽にふれていただくため、毎年、音楽コ
ンサートを開催しています。
　今回は、軽

か る べ し ん い ち

部真一さんと松
ま つ も と ら ん

本蘭さんのトークを交えながら身近に楽しめる
クラシックとして、スペシャルゲストには歌手の稲

いながきじゅんいち

垣潤一さんをお招きし、
「めざましクラシックス 2016 in 信州なかの」を開催します。

「めざましクラシックス 2016 in 信州なかの」

問い合わせ先　文化スポーツ振興課文化振興係　☎（２２）２111（内線３94）

稲垣潤一さん

軽部真一さん（右）
松本蘭さん（左）

晋平 ･ 辰之メモリアル

開催
　
中
山
晋
平
先
生
の
偉
業
と
作
品
を
後
世

に
継
承
す
る
た
め
、
中
山
晋
平
生
誕
祭
を

開
催
し
ま
す
。

○
期
日
　
４
月
22
日
㈮

○
時
間
　
午
前
10
時
～
11
時

○
場
所
　
中
山
晋
平
記
念
館
　
中
山
晋
平

生
誕
地
記
念
碑
前

○
内
容
　
み
な
み
保
育
園
の
園
児
と
日
野

小
学
校
５
年
生
に
よ
る
童
謡
の
合
唱
の

ほ
か
、
園
児
た
ち
が
記
念
館
の
前
で

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
吹
き
、
庭
い
っ
ぱ
い
に

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
飛
ば
し
ま
す
。

○
入
場
料
　
開
催
時
無
料

問
い
合
わ
せ
先

中
山
晋
平
記
念
館

☎
�
７
０
５
０

▲昨年の様子

中
山
晋
平
生
誕
１
２
９
年
祭

開催

高
野
辰
之
生
誕
１
４
０
年
記
念

「
故
郷
」
の
ふ
る
さ
と
音
楽
会

　
高
野
辰
之
記
念
館
で
は
、
高
野
辰
之
博

士
生
誕
１
４
０
年
を
記
念
し
、「
故
郷
」

の
ふ
る
さ
と
音
楽
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
期
日
　
４
月
23
日
㈯

○
時
間
　
午
後
１
時
30
分
開
演

○
会
場
　
高
野
辰
之
記
念
館

○
出
演
者
　
小こ

じ

ま島
遼り

ょ
う
こ子
さ
ん
（
チ
ェ
ロ
）、

西に
し
む
ら村
夏な

つ

き葵
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

○
曲
目
　
シ
モ
ネ
テ
ィ
・
マ
ド
リ
ガ
ル
、

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
ひ
さ
ま
」
よ
り
・

メ
イ
ン
テ
ー
マ
、
サ
ン
サ
ー
ン
ス
・
白

鳥
、伊
藤
康
英
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ダ
モ
ー

レ
、
高
野
辰
之
作
品
ほ
か
　

○
入
場
料
　
開
催
時
無
料

問
い
合
わ
せ
先

高
野
辰
之
記
念
館

☎
�
３
０
７
０

◀
小
島
遼
子
さ
ん

◀
西
村
夏
葵
さ
ん
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スマホで「広報なかの」を読むことができます
広報

問い合わせ先　庶務課秘書広報係　☎（２２）２111（内線２1２）

「ｉ広報紙」で配信中！

　市では、「広報なかの」をより多くの皆さんに提供できるよう、スマートフォン
用アプリ「ｉ

ア イ

広報紙（無料アプリ）」を開始しました。
　このアプリをスマートフォンなどに登録すると、毎月発行日にお知らせが届き、
いつでもどこでも簡単に広報紙を読むことができます。ぜひご利用ください。

①最新号が発行されると、アプリにお知ら
せが届きます。

②気になる記事は画像として切り取り、メー
ルやＳＮＳで共有できます。

③ほかの自治体の広報紙も読め、広報紙以
外の行政情報も確認することができます。

　「ｉ広報紙」は、広告会社の株式会社ホープが所有・
管理しているアプリケーションです。アプリは無料で
すが、データ通信料は利用者負担となります。また、
アプリ閲覧中は広告が表示されますが、その内容に市
は一切責任を負いません。ご利用に当たっては「ｉ広
報紙」利用規約をご確認ください。

①アプリ検索などで「ｉ広報紙」と検索するか、
ｉ広報紙のホームページ（http://ikouhoushi.
jp/）から、専用アプリをダウンロードします。

②居住地を「中野市」に設定し、「性別」、「生年月」、
「興味のある分野」を入力します。

③利用開始を押して登録が完了
します。登録後は、毎月広報
発行日に、「広報なかの最新
号」が自動的に配信されます。

▼

▼

「ｉ広報紙」の利用方法 ｉ広報紙のここが便利！
チェッ

ク ！！

　
私
た
ち
の
住
む
中
野
市
は
、
雄
大
な

山
々
や
清
ら
か
な
河
川
な
ど
の
豊
か
な
自

然
環
境
と
、
多
く
の
歴
史
的
、
文
化
的
遺

産
に
恵
ま
れ
、
美
し
く
豊
か
な
景
観
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
景
観
へ

の
理
解
を
深
め
、
美
し
く
豊
か
な
景
観
を

守
り
、
育
て
、
後
世
へ
伝
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
中
野
市
景
観
賞
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
周
り
で
地
域
景
観
に
調
和
し

良
好
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や

工
作
物
の
ほ
か
、
大
切
に
守
り
伝
え
た
い

景
観
写
真
を
応
募
（
推
薦
）
く
だ
さ
い
。

　
多
く
の
方
か
ら
の
ご
応
募
（
推
薦
）
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

景
観
賞

募集

～
美
し
く
豊
か
な
景
観
を
募
集
し
ま
す
～

応
募
方
法

・
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
都

市
計
画
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
応

募
用
紙
は
都
市
計
画
課
ま
た
は
、
豊
田

支
所
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
あ
る
ほ

か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
必
ず

応
募
対
象
と
な
る
所
有
者
の
承
諾
を
得

た
上
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
人
何
件
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
対

象
１
件
ご
と
に
応
募
用
紙
１
枚
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は

コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
過
去
に
中
野
市
景
観
賞
を
受
賞
し
て
い

る
作
品
と
重
複
す
る
場
合
は
、
審
査
の

対
象
外
と
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
４
月
18
日
㈪
～
９
月
９
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
―
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

部門 内容 表彰
件数

まちなみ
景観部門

概ね過去５年以内に、新築、増改築、
改修などが完了した市内の建築物・
工作物などで、地域景観に調和し
良好に維持管理されているもの

２件
以内

景観写真
部門

概ね過去２年以内に、北信五岳、
高社山、千曲川などの恵まれた眺
望や未来に残したいまちなみなど
を撮影した自作の未発表写真（サ
イズ：キャビネ版，デジタルカメ
ラ可・合成などの加工は不可）

２件
以内

▲▼前回受賞作品

▼応募（推薦）対象となるもの
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補助金

中
心
市
街
地
店
舗
改
修
等
支
援
事
業
補
助
金

　

中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
活
力
と
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
従
来
の
「
空
き
店
舗
活
用
事
業
」

に
加
え
、
４
月
か
ら
新
た
に
「
既
存
店
舗

改
修
事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

○
補
助
対
象　

事
業
拡
大
ま
た
は
業
種
転

換
に
よ
る
既
存
店
舗
の
改
修
や
ト
イ
レ

の
洋
式
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
来

店
者
の
利
便
性
向
上
に
寄
与
す
る
既
存

店
舗
の
改
修

※
た
だ
し
、
単
に
設
備
な
ど
の
老
朽
化
に

よ
る
改
修
は
除
き
ま
す
。

　

補
助
率
、
対
象
費
用
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

営
業
推
進
課
賑
わ
い
創
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正

農業

　

農
業
委
員
会
等
に
関
係
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

【
改
正
の
ね
ら
い
】

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

・
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消

・
新
規
参
入
の
促
進

【
改
正
の
主
な
内
容
】

・
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変
更
さ
れ
、

公
選
制
か
ら
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る
方
法
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

・
委
員
の
定
数
に
関
す
る
基
準
も
改
め
ら

れ
、
次
期
以
降
の
中
野
市
農
業
委
員
会

の
委
員
定
数
基
準
は
、
現
行
の
半
分
程

度
と
な
り
ま
す
。

・
経
過
措
置
に
よ
り
、
中
野
市
農
業
委
員

会
の
現
委
員
は
従
来
ど
お
り
、
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
在
任
し
ま
す
。

・
次
期
か
ら
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
新
設
さ
れ
、
農
業
委
員
と
と
も
に
地

域
で
活
動
す
る
推
進
委
員
を
農
業
委
員

会
が
委
嘱
し
ま
す
。

・
推
進
委
員
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
な
ど
、
主
に
地
域
に

お
け
る
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
８
）

読書

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業

　

４
月
２３
日
は
法
律
で
「
子
ど
も
読
書
の

日
」
と
定
め
て
お
り
、
市
で
は
、
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
家

庭
で
読
書
に
親
し
む
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
毎
月
２３
日
を
含
む
日
曜

か
ら
土
曜
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
家
庭
読

書
週
間
」
と
し
て
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
く
だ
さ
い
）

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
２８
年
度
の
家
庭
読
書
週
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

月 実施期間
４月 17 日㈰～ 23 日㈯
５月 22 日㈰～ 28 日㈯
６月 19 日㈰～ 25 日㈯
７月 17 日㈰～ 23 日㈯
８月 21 日㈰～ 27 日㈯
９月 18 日㈰～ 24 日㈯
1０ 月 23 日㈰～ 29 日㈯
11 月 2０ 日㈰～ 26 日㈯
12 月 18 日㈰～ 24 日㈯
１月 22 日㈰～ 28 日㈯
２月 19 日㈰～ 25 日㈯
３月 19 日㈰～ 25 日㈯

▼平成28年度家庭読書週間問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
３
）

▲ＱＲコード

　外に出掛けることも多いこの季節。今回は、ウオー
キングのための「バランストレーニング」と「バラ
ンスチェック」ができる健康体操を紹介します。

元気もりもり！健康体操

※監修 フィットネスクラブ エフバイエー中野 健康運動指導士

～効果部位：足の付け根、足の裏側の筋肉～
転倒予防チェック運動！

【ポイント】
①背筋を真っ直ぐにした状態

で片足立ちの状態になり、胸
の前で手を叩きます。

②叩いた手で今度は太ももを
触ります。

③もう一度胸の前で手を叩き
ます。

※最初は①～③を１セットか
ら始め、慣れてきたら回数を
増やしましょう。

※転倒予防のため、近くに手す
りなどのある場所で必ず行
い、無理だと思ったらすぐに
手すりに掴まりましょう。

健康

あなたのバランスは大丈夫？



23 ２０１６．４広報なかの

公の施設の指定管理者を指定しました施設

問い合わせ先

　指定管理者制度は、多様化する市民ニーズに対応するため、公の施設の管理に民間の能力を効果的・効
率的に活用しつつ、住民サービスの向上と経費の削減などを図ることを目的とした制度です。

政策情報課行政管理係　☎（２２）２１１１（内線４０１）

施設名称 指定管理者 指定期間 所管課

中野市さんさん館 社会福祉法人 
中野市社会福祉協議会

平成２８年４月１日～
平成３1年３月３1日（３年間） 高齢者支援課

中野市民体育館ほか
16体育施設 中野市体育協会 平成２８年４月１日～

平成３３年３月３1日（５年間） 文化スポーツ振興課

一本木公園 一般社団法人
一本木公園バラの会

平成２８年４月１日～
平成３３年３月３1日（５年間） 都市計画課

　平成２８年度から新たに公の施設の管理運営を行う指定管理者について、下表のとおり指定しました。

※現在、指定管理者で管理している施設の一覧については、中野市公式ホームページ（右記
ＱＲコードを読み取りください）で閲覧することができます。

▲ＱＲコード

環境

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

　

市
で
は
、
住
宅
へ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
次
の
方
に
対
し
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

市
税
に
滞
納
が
な
く
、
自
ら

が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
ま
た
は
、

自
ら
が
居
住
す
る
た
め
、
市
内
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
さ
れ
た
建

売
住
宅
を
購
入
す
る
方

※
同
一
住
宅
に
つ
い
て
１
回
限
り

○
補
助
金
額　

１
ｋ
ｗ
当
た
り
２
万
円

（
た
だ
し
、
上
限
1０
万
円
）

○
受
付
期
間　

随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、申
請
受
付
は
先
着
順
と
し
、

予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、
募
集
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
そ
の
他　

申
請
は
、
原
則
、
工
事
着
工

前
（
建
売
住
宅
の
場
合
は
引
渡
し
前
）

に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

住
宅
防
災
・
衛
生
機
能
向
上
事
業

住宅
　

市
で
は
、
住
宅
の
安
全
性
、
耐
久
性
お

よ
び
衛
生
機
能
の
向
上
に
よ
り
、
市
民
の

住
生
活
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
住
宅

防
災
・
衛
生
機
能
向
上
を
図
る
た
め
の
工

事
を
市
内
施
工
業
者
に
よ
り
行
う
方
に
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
補
助
金
申
請
受
付
開
始　

５
月
20
日
㈮

○
時
間
　
１
回
目 

午
後
１
時
30
分
、
２

回
目 

午
後
７
時
（
各
会
場
と
も
）

○
期
日
・
会
場　

下
表
の
と
お
り

期
日

会
場

４
月
15
日
㈮
市
民
会
館
43
号
会
議
室

４
月
21
日
㈭
豊
田
公
民
館
２
階
会
議
室

４
月
27
日
㈬
市
民
会
館
43
号
会
議
室

補
助
金
対
象
工
事
や
申
請
方
法
に

関
す
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

　

な
お
、
申
請
用
紙
は
、
広
報
な
か
の
５

月
号
に
挟
み
込
む
ほ
か
、４
月
15
日
以
降
、

都
市
計
画
課
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、

各
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
窓
口
で
も
配

布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）



24２０１６．４ 広報なかの

公共施設の
現状を考える

政策情報課行政管理係　
☎（２２）２１１１（内線４０１）

連載企画

第１回

とは
国や地方自治体が建設する施設。本市公共施設白書では、公
民館や図書館など市が保有する建物を有する施設や、公園な
ど広く市民が利用する施設を対象としています。

公共施設
問い合わせ先

　市では、将来にわたり必要な市民サービスを持続的に提供していくため、既存の公共施設の現況や老朽
化、利用者数などを示した「中野市公共施設白書」を作成しました。
　今後、更なる人口減少、少子高齢社会を迎えるに当たり、市民の皆さんと公共施設の現状・課題を共有
するため、今月号から12回にわたり、公共施設の現状、検討などについて連載します。
　今回は、公共施設の保有状況についてお知らせします。

公共施設保有状況

　本市が保有する公共施設（ハコモノ）は286施設、
505棟、延床面積は214,284.9㎡です。最も広いのは学
校教育系施設で88,728.6㎡（41.4％）、次いでスポー
ツ・レクリエーション系施設で17,914.0㎡（8.4％）、
子育て支援施設で16,870.5㎡（7.9％）になります。
（平成27年４月１日現在）

～データで見る中野市の公共施設の姿～（※中野市公共施設白書より）

【図１】　分類別延床面積の割合

【図２】　年度別整備延べ床面積（公共施設）

１．延床面積

→公共施設面積の約半分は、学校や子育て支援施設な
どで占めていることが分かります。

　昭和56年を頂点に、昭和50年代に多くの面積が整備
されています。

２．整備時期

→築 30 年を超え、旧耐震基準で作られた建物が多く
あることが分かります。
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～中野市を へつなぐために～次世代
公共施設削減目標 をめざして▲20％
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子育て支援施設
その他の施設

社会教育系施設
保健・福祉施設
人口
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職 
員 

人 

事

　
４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動

（
１
６
０
人
）
を
行
い
ま
し
た
。

本
庁
お
よ
び
支
所
な
ど
の
係
長
以

上
の
異
動
、
新
規
採
用
職
員
お
よ

び
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
※
（
　
）
内
は
旧
任

【
参
事
幹
】
　
参
事
幹
兼
総
務
部
長
（
参

事
幹
兼
北
信
広
域
連
合
事
務
局
長
）
竹
内

幸
夫
、
参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長
（
参
事
兼
健
康
づ
く
り
課
長
）

斉
藤
武
美
、
参
事
幹
兼
子
ど
も
部
長
兼
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
（
参
事
幹
兼
会
計

管
理
者
兼
会
計
課
長
）
宮
澤
章
仁
、
参
事

幹
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
参
事
幹

兼
総
務
部
長
）
大
堀
和
男

【
部
長
級
】
　
参
事
兼
政
策
情
報
課
長

（
政
策
情
報
課
長
）
小
橋
善
行
、
参
事
兼

健
康
づ
く
り
課
長
（
参
事
兼
〈
一
財
〉
中

野
市
産
業
公
社
事
務
局
長
）
鈴
木
清
美
、

参
事
兼
高
齢
者
支
援
課
長
兼
福
祉
事
務
所

次
長
（
参
事
兼
税
務
課
長
）
久
野
常
志
、

参
事
兼
市
民
課
長
兼
市
民
協
働
推
進
室
長

（
市
民
課
長
兼
市
民
協
働
推
進
室
長
）
青

木
和
美
、
参
事
兼
道
路
河
川
課
長
兼
新
幹

線
対
策
室
長
（
参
事
兼
都
市
計
画
課
長
）

山
岸
功

【
課
長
】
　
危
機
管
理
課
長
（
副
参
事
兼

岳
南
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
次
長
補

佐
）
三
井
浩
一
、
税
務
課
長
（
副
参
事
兼

税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
）
太
田
敦
、

中
野
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
所
長
（
副
参
事

兼
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
中

島
郁
男
、
子
育
て
課
長
兼
子
ど
も
相
談
室

長
（
副
参
事
兼
市
民
課
長
補
佐
兼
国
民
年

金
係
長
）
山
崎
幸
正
、
高
野
辰
之
記
念
館

長
の
兼
務
を
解
く
（
中
山
晋
平
記
念
館
長

兼
高
野
辰
之
記
念
館
長
）
下
田
由
人
、
人

権
・
男
女
共
同
参
画
課
長
（
副
参
事
兼
子

育
て
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
支
援
係
長
）
杉

本
光
正
、
都
市
計
画
課
長
（
子
育
て
課
長

兼
子
ど
も
相
談
室
長
）
小
嶋
昭
一
、
上
下

水
道
課
長
（
副
参
事
兼
道
路
河
川
課
長
補

佐
兼
土
木
係
長
）
上
野
慎
一
、
南
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
豊
田
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
（
中
央
公
民
館
副
館
長
兼
庶
務
係

長
）
徳
竹
雅
之

【
課
長
級
】
　
副
参
事
兼
財
政
課
長
補
佐

兼
財
政
係
長
（
財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
係

長
）
栗
林
淳
一
、
副
参
事
兼
税
務
課
長
補

佐
兼
課
税
係
長
（
危
機
管
理
課
長
補
佐
兼

危
機
管
理
防
災
係
長
）
秋
元
正
幸
、
副
参

事
兼
子
育
て
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
支
援
係

長
（
副
参
事
兼
健
康
づ
く
り
課
長
補
佐
兼

健
康
管
理
係
長
）
関
万
貴
子
、
副
参
事
兼

営
業
推
進
課
長
補
佐
（
営
業
推
進
課
長
補

佐
）
池
田
俊
哉
、
副
参
事
・
併
任
（
消
防

課
長
補
佐
兼
消
防
係
長
・
併
任
）
池
田
悦

智
、
副
参
事
兼
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係

長
（
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）
佐
藤

紀
子
、
副
参
事
兼
図
書
館
副
館
長
（
北
信

広
域
連
合
高
社
寮
事
務
長
）
和
田
美
知
子
、

副
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼

農
業
振
興
係
長
兼
農
地
係
長
（
農
業
委
員

会
事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼
農

地
係
長
）
神
田
和
賢

【
課
長
補
佐
】
　
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務

文
書
係
長
（
営
業
推
進
課
長
補
佐
兼
観
光

交
流
係
長
）
田
中
勇
、
健
康
づ
く
り
課
長

補
佐
兼
健
康
管
理
係
長
（
主
幹
兼
議
会
事

務
局
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
）
丸
山
賢
司
、

福
祉
課
長
補
佐
兼
厚
生
保
護
係
長
（
福
祉

課
主
幹
兼
厚
生
保
護
係
長
）
小
林
浩
、
環

境
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
（
長
野
県
警
察

本
部
人
事
交
流
）
小
林
登
、
市
民
課
長
補

佐
兼
生
活
交
通
安
全
係
長
（
福
祉
課
長
補

佐
兼
国
保
医
療
係
長
）
豊
田
和
広
、
営
業

推
進
課
長
補
佐
兼
観
光
交
流
係
長
（
税
務

課
主
幹
兼
資
産
係
長
）
神
田
幸
一
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
副
館
長
兼
指
導
係
長
兼
働

く
婦
人
の
家
主
幹
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼

文
化
財
係
長
）
松
本
則
夫
、
働
く
婦
人
の

家
副
館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
幹

（
図
書
館
副
館
長
）
藤
澤
佳
繁
、
道
路
河

川
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
（
道
路
河
川
課

主
幹
兼
維
持
係
長
）
小
林
雄
一
、
中
央
公

民
館
副
館
長
兼
庶
務
係
長
（
中
央
公
民
館

主
幹
兼
教
育
係
長
）
竹
内
和
彦

【
課
長
補
佐
級
】
　
庶
務
課
主
幹
兼
職

員
係
長
（
庶
務
課
職
員
係
長
）
池
田
正

実
、
政
策
情
報
課
主
幹
兼
行
政
管
理
係
長

（
政
策
情
報
課
行
政
管
理
係
長
）
小
林
英

哉
、
財
政
課
主
幹
兼
管
財
係
長
（
財
政
課

管
財
係
長
）
阿
藤
博
之
、
税
務
課
主
幹
兼

資
産
係
長
（
健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推

進
係
長
）
鈴
木
克
彦
、
高
齢
者
支
援
課
主

幹
兼
長
寿
福
祉
係
長
（
高
齢
者
支
援
課
長

寿
福
祉
係
長
）
高
山
康
代
、
環
境
課
主
幹

兼
衛
生
係
長
（
営
業
推
進
課
商
工
労
政
係

長
）
宮
澤
博
之
、
市
民
協
働
推
進
室
主
幹

兼
推
進
係
長
兼
市
民
課
主
幹
兼
国
民
年
金

係
長
（
政
策
情
報
課
情
報
統
計
係
長
）
大

沢
英
樹
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
主
幹

兼
男
女
共
同
参
画
係
長
兼
中
野
人
権
セ
ン

タ
ー
主
幹
（
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
男

女
共
同
参
画
係
長
兼
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー

副
主
幹
）
佐
々
木
志
保
、
農
政
課
主
幹
兼

振
興
係
長
（
上
下
水
道
課
営
業
係
長
）
野

村
博
、
売
れ
る
農
業
推
進
室
主
幹
兼
推
進

係
長
（
売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係
長
）

佐
藤
昌
行
、
営
業
推
進
課
主
幹
兼
商
工
労

政
係
長
（
農
政
課
農
政
係
長
）
峰
村
昌
志
、

道
路
河
川
課
主
幹
兼
維
持
係
長
（
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設
管
理
係
長
）
荒
井

喜
博
、
消
防
課
主
幹
の
併
任
を
解
く（
消

防
課
主
幹
・
併
任
）佐
山
昌
永
、
消
防
課

主
幹
兼
消
防
係
長
・
併
任（
消
防
課
副
主

幹
・
併
任
）矢
野
浩
美
、
消
防
課
主
幹
・
併

任（
消
防
課
副
主
幹
・
併
任
）竹
田
章
、
学

校
教
育
課
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
（
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
長
）
宮
嶋
香
代
子
、

学
校
教
育
課
主
幹
兼
施
設
係
長
（
学
校
教

育
課
施
設
係
長
）
大
塚
久
良
、
生
涯
学
習

課
主
幹
兼
文
化
財
係
長
（
市
民
協
働
推
進

室
主
幹
兼
推
進
係
長
兼
市
民
課
主
幹
兼
生

活
交
通
安
全
係
長
）
鳥
羽
法
祐

【
係
長
】
　
危
機
管
理
課
危
機
管
理
防
災

係
長
（
高
齢
者
支
援
課
副
主
幹
）
池
田
寿
、

政
策
情
報
課
情
報
統
計
係
長
（
財
政
課
副

主
幹
）
小
林
敬
三
、
健
康
づ
く
り
課
保
健

医
療
推
進
係
長
（
道
路
河
川
課
副
主
幹
）

早
見
薫
、
福
祉
課
国
保
医
療
係
長
（
営
業

推
進
課
副
主
幹
）
小
林
か
ず
江
、
子
育
て

課
青
少
年
未
来
係
長
（
子
育
て
課
副
主

幹
）
小
林
敬
子
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

施
設
管
理
係
長
（
農
政
課
振
興
係
長
）
武

田
成
彦
、
農
政
課
農
政
係
長
（
政
策
情
報

課
副
主
幹
）
江
本
一
視
、
上
下
水
道
課
営

業
係
長
（
農
政
課
副
主
幹
）
土
屋
徳
彰
、

上
下
水
道
課
上
水
道
係
長
（
農
政
課
副
主

幹
）
小
林
義
久
、
中
央
公
民
館
教
育
係
長

（
道
路
河
川
課
副
主
幹
）
鈴
木
貴
、
議
会

事
務
局
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
（
農
政
課

副
主
幹
）
中
山
猛

《
豊
田
支
所
》

【
参
事
幹
】
　
参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長
兼

地
域
振
興
課
長
（
参
事
兼
道
路
河
川
課
長

兼
新
幹
線
対
策
室
長
）
市
川
禎
彦

【
課
長
級
】
　
副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長

補
佐
兼
総
務
係
長
（
高
野
辰
之
記
念
館
副

館
長
）
高
野
裕
彦

《
保
育
園
》

【
課
長
補
佐
級
　
園
長
】
　
主
幹
兼
高
丘

保
育
園
長
（
主
幹
兼
長
丘
保
育
園
長
）
藤

澤
玲
子
、
主
幹
兼
長
丘
保
育
園
長
（
長
丘

保
育
園
主
幹
）
清
水
君
子
、
主
幹
兼
平
岡

保
育
園
長
（
主
幹
兼
永
田
保
育
園
長
）
松

野
三
恵
子
、
主
幹
兼
た
か
や
し
ろ
保
育
園

長
（
ひ
ま
わ
り
保
育
園
主
幹
）
小
林
す
み

子
、
主
幹
兼
永
田
保
育
園
長
（
永
田
保
育

園
主
幹
）
池
上
美
和
子

【
課
長
補
佐
級
　
主
幹
】
　
た
か
や
し
ろ

保
育
園
主
幹
（
豊
井
保
育
園
主
幹
）
古
川

三
智
子
、
豊
井
保
育
園
主
幹
（
み
な
み
保

育
園
主
幹
）
下
田
由
美
子
、
ひ
ま
わ
り
保

育
園
主
幹
（
た
か
や
し
ろ
保
育
園
主
幹
）

神
田
文
子

《
派
遣
》

北
信
広
域
連
合

参
事
幹
（
参
事
兼
高
齢
者
支
援
課
長
兼
福

祉
事
務
所
次
長
）
小
林
久
勝
、
課
長
補
佐

（
環
境
課
主
幹
兼
衛
生
係
長
）
池
田
義
博

北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合

主
査（
都
市
計
画
課
主
任
主
事
）遠
藤
明
子

岳
南
広
域
消
防
組
合

参
事
（
危
機
管
理
課
長
）
土
屋
秀
夫

（
一
財
）
中
野
市
産
業
公
社

課
長
（
副
参
事
兼
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務

文
書
係
長
）
土
屋
龍
昭

《
研
修
派
遣
》

長
野
県
実
務
研
修（
庶
務
課
主
事
）仲
條
光
裕

《
新
規
採
用
》

税
務
課 
半
藤
慶
弥
、
福
祉
課 

小
林
真

奈
美
、
高
齢
者
支
援
課 

北
岡
千
明
、
子

育
て
課 

鈴
木
菜
緒
美
、
環
境
課 

曲
尾

和
弥
、
市
民
課 

久
保
英
梨
香
、
農
政

課 

梅
田
一
海
、
道
路
河
川
課 

村
上
達

樹
、
都
市
計
画
課 

中
川
文
、
上
下
水
道

課 

海
谷
健
一
、
地
域
振
興
課 

小
林
奈

月
、
学
校
教
育
課 

德
竹
あ
す
か
、
平
野

保
育
園 

山
田
美
香
、
松
川
保
育
園 

中

村
好
、
高
丘
保
育
園 

外
谷
千
歌
子
、
平

岡
保
育
園 

小
島
美
月
、
た
か
や
し
ろ
保

育
園 

髙
野
小
波
、
さ
く
ら
保
育
園 

山

岸
大
貴
、
平
野
保
育
園
栄
養
士 

月
岡
智

《
退
職
》
（
3
月
31
日
付
）

参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長 

小
林
み
ゆ
き
、
参
事
幹
兼
子
ど
も
部

長
兼
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長 

荻
原
由

美
子
、
参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長 

町
田
郁

夫
、
参
事
兼
中
野
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

所
長 

丸
山
松
良
、
参
事
兼
人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
長 

柳
沢
秀
一
、
参
事
兼
上

下
水
道
課
長 

小
嶋
学
、
参
事
兼
地
域
振

興
課
長 

宮
澤
洋
子
、
岳
南
広
域
消
防
組

合
岳
南
広
域
消
防
本
部
参
事
兼
消
防
次

長 

小
林
良
成
、
消
防
課
参
事
・併
任 

岳

南
広
域
消
防
本
部
参
事
兼
豊
田
消
防
署
長 

佐
藤
和
義
、
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
豊
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長 

春
原
正

彦
、
副
参
事
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副
館

長
兼
指
導
係
長
兼
働
く
婦
人
の
家
副
参
事 

北
原
清
一
、
副
参
事
兼
働
く
婦
人
の
家
副

館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副
参
事 

高

田
茂
、
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
〈
長

野
県
警
察
本
部
人
事
交
流
〉
田
川
吉
嗣
、

上
下
水
道
課
主
幹
兼
上
水
道
係
長 

奈
良

和
夫
、
子
育
て
課
主
幹
兼
青
少
年
未
来
係

長 

吉
池
和
代
、
主
幹
兼
高
丘
保
育
園
長 

春
原
八
重
子
、
主
幹
兼
平
岡
保
育
園
長 

酒
井
美
智
子
、
主
幹
兼
た
か
や
し
ろ
保
育

園
長 

清
水
さ
と
美
、
南
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
主
任 

小
林
健
素
、
政
策
情
報
課

副
主
幹 

宮
崎
み
ゆ
き
、
平
野
保
育
園
保

育
士 

赤
津
由
布
子
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園

保
育
士 

井
出
奈
津
希
、
環
境
課
主
事
補 

渡
辺
祐
多
、
た
か
や
し
ろ
保
育
園
保
育
士 

山
田
由
希
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　市内在住の小学校就学前のお子さんを
募集します。（先着４人まで掲載）
　①お名前（ふりがな）②生年月日③性
別④応募者のお名前⑤住所⑥電話番号⑦
メッセージ（３０ 字まで）を明記し、写真
データを添付の上、４月 ２０ 日㈬までに
E メールなどでご応募ください。

  問い合わせ・応募先　
〒３８３―８６１４（住所記載不要）
庶務課秘書広報係
☎（２２）２１１１（内線２１２）
Ｅメール　koho@city.nakano.nagano.jp

わが家の
☆アイドル☆

見ての通りスクスク育ってるぜっ！
琉のここ、空いてますよ。

養
よ う だ

田　琉
るく

くん（５カ月）

おてんば娘、
大けがしないでね♪

お風呂大好き♡たくさん
遊んで大きくなーれ！

小
こば や し

林　璃
り く

久くん（７カ月）

広報なかの２０１6．４

仲良し姉弟いつまでも～♪

４・５月の行事予定

子育て支援センター健康メモ活き
　生き！

ストレスは、ためずに発散！

 健康づくり課 ( 中野保健
センター内 )

 ☎（２２）２111（ 内線 ２4２）

　４月に入り、新生活が始まった方も多いと思
います。希望や不安でいっぱいの生活の中、気
を付けたいのがストレスをためてしまうことで
す。頑張り過ぎてしまうことで、身体の不調に
気が付かない、または気付かないふりをしてし
まうことはありませんか。体調を崩す前に、上
手にストレスを発散しましょう！

　子育て支援センターでは、０歳から就学前のお子さ

んを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しくは、
各子育て支援センターへお問い合わせください。

開館時間　午前８時 ３０ 分～午後５時（共通）
問い合わせ先
さくらんぼ　　㊡日・月・祝日
　☎（２２）６６２２　※FAX兼用
りんごっこ　　㊡日・火・祝日
　☎（２２）２２５９　※FAX兼用
うさぎっ子　　㊡日・水・祝日
　☎（３８）１６３８　FAX（３８）３１１４

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

４月13日㈬
午前 11 時 ～

「お母さんの読み聞かせ」
お膝にのってお話な～に！

５月11日㈬
午前 1０ 時 3０ 分～

「さくらんぼひろば」
お弁当持ってお花見に！

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

４月23日㈯
午前 11 時 ～

新企画「パパ講座」
パパの育児スキルＵＰ

５月19日㈭
午前 1０ 時 3０ 分～

「一本木公園で遊ぼう！」
一本木公園集合

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

４月15日㈮
午前 1０ 時 3０ 分～

「げんきっこ」
お花見散歩にでかけよう

５月1０日㈫
午前 11 時 ～

「お父さんの読み聞かせ」
楽しい絵本を見ましょう

～上手なストレス発散法～
①食事を「一日３食」食べる
　適度な量の食事をすることで、
エネルギーにもなり、満足感も
得られます。

②睡眠をしっかりとる
　翌朝すっきりと目覚められるこ
　とで、熟睡感が得られます。

③好きなことをして、気分転換をする
　仕事や勉強に夢中になり過ぎず、
時々リフレッシュをしましょう。

④自分の気持ちを誰かに話す
　話すことで、気持ちが楽になり
　ます。

川
かわ ぐ ち

口　賛
さ ん ご

瑚ちゃん（１歳）小
こば や し

林　凛
り ん こ

心ちゃん（３歳・右）

暖
は る せ

世くん（４カ月・左）
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◦健康づくり課(中 野 保 健
センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦地域振興課(豊田支所内)     ☎３８-３111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎2３-2255

保健だより
講座・相談予 防 接 種

電話健康相談所　　☎2３ ‐ ０３００　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
女性相談　　　　　☎2３ ‐ 481０　　午前９時～午後5時 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
子ども電話相談　　☎2３ ‐ ３191　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯8０００　　午後７時～ 11 時
長野県児童虐待・DV24 時間ホットライン　　☎０26‐219‐241３

健（検）診ほか

２０１6．４広報なかの

受付時間／午後０時45分～1時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

受付時間／午後０時45分～1時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、おたずね票、
　　　　オムツ、バスタオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 ４月19日㈫ ２7年1２月生

７ か 月
児　健   診 ４月２０日㈬ ２7年８月生

１ 歳６か月
児　健  診 ４月２２日㈮ ２6年９月生

２歳児健診 ４月18日㈪ ２6年３月生

３歳児健診 ４月２1日㈭ ２5年３月生

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

乳幼児健康診査日　程

ワクチン名 日程 予約先

Ｂ Ｃ Ｇ ４月11日㈪
５月９日㈪

健康づくり課
母子保健係

四 種 混 合

４月８日㈮
５月６日㈮ヒ ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

日 本 脳 炎
４月15日㈮
４月２5日㈪
５月11日㈬

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

こころの健康相談
期日／４月14日㈭、５月1２日㈭
時間／午後２時～４時
相談担当者／こころの専門医
会場／中野保健センター
対象者／悩みを持つ本人、家族など
※２日前までに予約が必要です。

マタニティクラス

期日／５月1３日㈮
時間／午後１時～３時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、

母乳栄養と乳房管
理、妊婦体験

※３日前までに予約が必
　要です。

　日本脳炎の１期・２期の接種が終
了していない平成７年４月２日～平
成 19 年４月１日生まれの方は、２０
歳未満までの間、接種を受けること
ができます。ご希望の方は、健康づ
くり課へお問い合わせください。

日　本　脳　炎

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対象／第１期＝1２～２4か月未満児
第２期＝５歳以上７歳未満
で、就学前の１年間（平成２２
年４月２日～平成２３年４月１日
生まれ）

※第２期の方には予診票を送付します。
※対象者は無料で接種が受けられま

すので、接種される前月に実施
医療機関へ予約してください。

育　児　教　室

期日／４月 ２8 日㈭
時間／午前 1０ 時～ 11 時 ３０ 分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
持ち物／フェイスタオル
内容／赤ちゃん体操・
親子でスキンシップ、
離乳食の話（試食あり）
※３日前までに予約が
　必要です。
※動ける服装でお出掛けください。

歯周疾患検診
　２０歳・３０歳・4０歳・5０歳・6０歳お
よび7０歳の方を対象に実施してい
ます。対象者には４月中に受診票を
お送りしますので、ご希望の市内歯
科医院へ予約し、受診してください。
期間／４月～1２月
受診料／ 6０ 歳までの方は 5００ 円、

7０ 歳の方および生活保護
受給世帯の方（受付で証
明書を提示のこと）は、
無料となります。

　保健師、栄養士、歯科衛生士が
相談に応じますので、お気軽にご
相談ください。
時間／午前1０時～11時３０分
会場／中野保健センター（毎週水
　　　曜日）、豊田保健センター（毎
　　　月第１木曜日）
内容／血圧測定、身体計測、栄養
　　　相談、歯科相談、育児相談
　　　など
※各会場とも祝日は休みになりま
　す。

健　康　相　談



　３月 31 日・４月１日の2日間、市街地において「中野ひな市」が開催されました。初日は、中野人形・立ヶ
花人形の展示即売会が開催され、購入権と購入順を決める抽選会には、全国から集まった大勢の土人形ファ
ンが長蛇の列をつくりました。また、夜には恒例の「大灯籠びな行進」が行われ、中野土人形をかたどっ
た大灯籠びなを西町祭祀団の皆さんらが威勢良く担ぎ、練り歩きました。このほか、両日にわたり、全国
約 20 カ所の土人形を一堂に集めた全国土人形即売市などが行われ、市街地は大勢の人でにぎわいました。

中野ひな市

街の話題やイベントを紹介します

28

　３月３日に中野立志館高校の３年生が、16 日
に中野西高校の2年生が模擬投票を体験しまし
た。これは、選挙権年齢が 18 歳以上へ引き下げ
られることに伴い、選挙の仕組みや投票参加の意
義について理解を深めてもらおうと、県と市の選
挙管理委員会が連携して実施したものです。
　架空の県知事選を想定し、票を投じた生徒たち
は、「実際の投票のような経験ができて参考になっ
た」と話していました。

広報なかの２０１6．４

　主要地方道須坂中野線から旧中野高校跡地への
進入路として拡幅改良工事を行った「市道東町
10 号線」（小舘）において、３月8日、さくら保
育園の園児が「渡り初め」を行いました。記念式
典で、クレーンに吊るされた金色のくす玉を園児
が割ると、「祝完成」の垂れ幕が登場し、歓声が
上がりました。また、真新しいアスファルト舗装
の上を園児が元気に手をつないで歩き、ショベル
カーなどの重機による作業を見学しました。

拡幅した道路を園児が渡り初め 高校生が模擬投票を体験



　３月 20 日、中野陣屋・県庁記念館において、「第
10 回土人形絵付けコンテスト」の表彰式を開催
しました。このコンテストは、土人形の愛らしさ
と素朴さを感じてもらうため開催しているもの
で、昨年 10 月１日から４カ月間作品を募集した
ところ、小学校低学年、同高学年、一般の３部門
に 3９6 点のご応募をいただきました。審査の結果、
各部門ごとに最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作
10 点が入選し、受賞者に表彰状をお渡ししました。

土人形絵付けコンテスト表彰式

まちかどトピックス

小中学校・卒業証書授与式
　３月 16 日に市内の小学校 11 校と、17 日に中学校４校で卒業証書授与式が行われ、小学生 420 人、中
学生 473 人が卒業しました。式では、在校生や保護者など大勢の出席者が見守る中、卒業生が入場し、校
長先生から一人ひとりに卒業証書が手渡されたほか、来賓や在校生などから卒業生にお祝いや感謝の言葉
が贈られました。卒業生たちは、学校生活での思い出を胸に、凛とした表情で新しい旅路へと歩み始めま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真：日野小学校（左）、高社中学校（右上・右下）】

29 ２０１6．４広報なかの

　３月 12 日、中山晋平記念館において、中野市
合併 10 周年記念「スプリングコンサート 2016」
を開催しました。当日は、第１部としてコカリナ
サークル「平野スカイ」の皆さんが出演し、第2
部では結成 60 年を超える伝統ある女声合唱団「木
曜会」の皆さんが出演しました。コンサートでは、
春にちなんだ曲が多く、コカリナの素朴な音色や
美しい歌声が会場いっぱいに響き渡り、心温まる
雰囲気が来場者を包み込んでいました。

スプリングコンサート



30２０１６．４ 広報なかの

No.33

中野のチカラ
キラ
リ

　
途
上
国
な
ど
、
世
界
の
国
々
と
共
に

問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
独
立

行
政
法
人 

国
際
協
力
機
構
（
略
称
：

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年
海
外
協
力
隊
と
し

て
、
３
月
28
日
か
ら
２
年
間
、
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
さ
れ
る
小
林

憲
生
さ
ん
。
３
月
17
日
に
は
市
役
所
を
訪

れ
、
活
動
内
容
や
抱
負
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
熱
意
を
持
っ
て
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
を
舞
台
に
問
題
解
決
に
取
り

組
む
小
林
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

○
隊
員
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

　
小
学
生
の
こ
ろ
、
校
長
先
生
が
海
外
か

ら
来
ら
れ
た
方
と
英
語
で
話
を
し
て
い
て
、

と
て
も
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
こ
と
か
ら

海
外
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
で
も
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
は
っ
き
り
と

し
た
将
来
の
目
標
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
先
生
か
ら
「
海

外
に
興
味
が
あ
る
な
ら
、
ま
ず
は
協
力
隊

に
行
っ
て
み
ろ
」
と
言
わ
れ
、
講
義
の
中

で
、「
今
、
君
た
ち
が
学
ん
で
い
る
技
術

を
生
か
せ
ば
、
途
上
国
で
困
っ
て
い
る
人

を
何
千
何
万
と
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
わ

な
い
か
？
」
と
い
う
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
が

あ
る
は
ず
だ
と
思
い
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
隊
員

と
し
て
途
上
国
や
社
会
で
活
動
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
現
地
で
の
活
動
内
容

　
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
の
私
の
活
動
職
種
は

は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
」
と
い
う
職

種
で
す
。
現
地
の
方
と
共
に
考
え
、
共
に

行
動
を
起
こ
し
て
い
く
と
い
う
内
容
で
、

ヒ
ン
ト
を
得
な
が
ら
現
地
の
方
と
加
工
品

販
売
な
ど
「
新
し
い
何
か
」
を
作
り
上
げ

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
派
遣
先
は
山
の
中
腹
に
あ
り
、
中
野
市

の
よ
う
に
、
お
い
し
い
果
物
や
お
米
が
と

れ
る
地
域
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
行
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
く
心
配
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
現
地

の
方
の
生
活
収
入
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
現
地
の
皆
さ
ん
に
日
本
の
文
化
も
紹

介
し
、
い
つ
か
日
本
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

　○
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
青
年
海
外
協
力
隊
か
ら
戻
っ
て
き
た
際

に
、
中
野
市
の
子
ど
も
た
ち
に
自
分
が
学

ん
だ
世
界
を
伝
え
、「
こ
ん
な
世
界
が
あ

る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
の
話
な
の
で
、
ま
だ
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
生
ま

れ
育
っ
た
中
野
市
な
の
で
、
地
域
に
私
の

経
験
を
還
元
し
、
子
ど
も
た
ち
の
視
野
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
世
界
に
羽
ば
た
く

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
、

こ
の
活
動
を
通
し
て
自
分
自
身
の
成
長
に

も
つ
な
げ
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
中
野
市

の
代
表
と
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
信
州
ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コS

W
E
ETS

　
　
　
　
　
　
　

詰
め
合
わ
せ
」　

…
２
人

問
題

　
信
州
ナ
カ
ノノ
キ
ノ
コS

W
E
E
T
S

の

販
売
店
舗
数
は
？
　
　
　 

「
●
店
舗
」

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
庶
務
課

 

　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
上
、
今

月
の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後

知
り
た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、

次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
４
月
25
日
㈪
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
号
の
答
え
　
市
内
の
３
つ
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
１
日
に
合
計
何
食
の
調

理
が
可
能
？　

答
え
・・・「
５
０
０
０
食
」

途
上
国
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

【小田中】小
こ ば や し

林　憲
の り お

生さん
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、

い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
」
の
展
開
が
い
よ

い
よ
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
。
全
国
津
々

浦
々
、
知
恵
を
絞
り
、
地
域
特
性
を
活
か

し
た
様
々
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、
地
域

の
資
源
を
発
掘
し
、活
用
し
、新
た
な
「
ま

ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
」
を
創
出
す
る
な
か

で
、
人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
、
活
力
を

失
わ
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

 

市
長
と
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
は

「
脳
作
業
」
で
あ
る
程
度
形
が
作
れ
る
が
、

具
体
的
に
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

手
順
や
段
取
り
、
そ
し
て
関
係
者
と
の
調

整
な
ど
、「
ひ
と
」
の
確
保
が
要
と
な
る
。

知
恵
も
知
識
も
「
ひ
と
」
に
帰
属
す
る
。

　
地
方
創
生
で
は
、
あ
る
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
自
立
的
継
続
性
を
求
め
て
い
る
。
起

動
は
支
援
す
る
が
、
持
続
的
な
展
開
を
求

め
て
い
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
計
画
立
案

か
ら
実
行
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
、
し
っ

か
り
と
し
た
中
心
と
な
り
推
進
管
理
す
る

「
ひ
と
」
が
今
一
番
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
。「
ひ
と
」
と
は
個
人
で
も
あ
る
し
、

団
体
で
も
あ
る
。
今
、
ま
さ
に
そ
う
し
た

点
か
ら
す
る
と
、
公
民
連
携
、
官
民
協
働

と
い
っ
た
取
り
組
み
の
時
代
が
や
っ
て
き

た
と
い
え
よ
う
。

　
今
月
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

中
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
具
体
的
施
策
に
掲
げ
る
「
中
野
市

ま
る
ご
と
６
次
産
業
化
」
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
先
般
、
中
野
市
特
産
の
キ
ノ
コ
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
し
、
地
域
外
に

発
信
す
る
事
業
が
市
内
の
事
業
者
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
様
々
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
野
市
産
の
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
を
開
発
し
、
そ
の
発
表
会
が
東

京
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
、
中
野

市
を
売
り
込
も
う
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
使
っ

て
情
報
発
信
を
始
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

一
人
一
人
が
主
体
的
に
行
動
を
起
こ
し
、

や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る

と
大
き
な
力
に
な
る
。
こ
う
し
た
う
ね
り

が
多
々
起
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
地
方
創
生
は
今
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

し
か
し
一
方
で
長
期
的
な
視
野
に
立
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、
福
祉
政
策

も
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。「
中
野
市

は
本
当
に
良
い
と
こ
ろ
だ
」
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
エ

ン
ジ
ン
全
開
で
市
政
に
邁
進
し
た
い
と
思

う
。

中
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

No.20

○
自
己
紹
介

　
実
家
か
ら
約
３
０
０
㍍
の
家
に
嫁
ぎ
、

当
時
は
、
夫
と
一
緒
に
リ
ン
ゴ
、
モ
モ
、

ナ
シ
、
干
し
柿
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
や
り
、

４
５
０
頭
の
豚
を
飼
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ふ
ん
の
臭
い
の
問
題
で

養
豚
を
や
め
、
家
じ
ゅ
う
の
畑
が
ブ
ド
ウ

に
変
わ
り
、
そ
れ
も
８
月
か
ら
11
月
ま
で

毎
日
夜
な
べ
を
す
る
の
は
、
体
力
的
に
も

精
神
的
に
も
厳
し
い
と
い
う
こ
と
で
リ
ン

ゴ
に
変
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
と
一
緒
に
仕
事
を
す

る
に
は
キ
ノ
コ
が
一
番
よ
い
の
で
は
と
い

う
こ
と
で
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
栽
培
を
12
年
間

や
り
、
そ
れ
も
値
段
が
安
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
頃
に
大
き
な
会
社
に
身
売
り
し

て
、
そ
こ
で
7０
歳
ま
で
働
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
は
、
農
業
用
機
械
も
持
た

ず
、
負
担
の
少
な
い
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
数
年
前
か

ら
家
族
で
月
に
１
回

朝
早
く
車
で
出
掛
け

て
、
旅
先
の
日
帰
り
温

泉
に
入
り
、
夕
方
家
に

帰
っ
て
く
る
「
一
日
ド
ラ
イ
ブ
」
を
楽
し

み
に
続
け
て
い
ま
す
。
遠
方
で
は
、
姫
路

城
や
輪
島
ま
で
行
っ
た
こ
と
も
良
い
思
い

出
で
す
。

○
元
気
の
秘
訣

　
夫
婦
仲
良
く
ど
ん
な
こ
と
で
も
二
人
で

話
し
合
っ
て
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
生
活
し

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
趣
味
で
、
コ
ー
ラ
ス
と
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
に
月
に
１
回
ず
つ
通
っ
て
い
ま

す
。
仲
間
と
歌
っ
た
り
、
体
を
動
か
し
た

り
す
る
と
気
持
ち
が
す
っ
き
り
す
る
の

で
、毎
月
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　○
お
ら
ほ
の
自
慢

　
越
の
集
落
は
高
社
山
の
南
斜
面
で
日
当

た
り
も
景
色
も
良
く
、
お
い
し
い
果
樹
が

育
ち
ま
す
。
近
年
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
が
人
気
を
呼
び
、
若
い
農
業
後
継
者
た

ち
が
希
望
と
自
信
を
持
っ
て
地
域
を
守
っ

て
く
れ
て
お
り
、
活
気
が
あ
っ
て
と
て
も

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
リ
レ
ー
元
気
の
輪

▲高社山の裾野の畑にて

渡
わ た な べ

辺 正
ま さ こ

子 （越） さん

健
康
長
寿
の
ま
ち 

中
野
市

神か

ん

だ田
　
連む

ら
じ

さ
ん

か
ら
の
ご
紹
介

創
生
総
合
戦
略
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▼
お
知
ら
せ

特
別
障
害
者
手
当
（
４
月
１
日
～
）

・
２
万
６
８
３
０
円

障
害
児
福
祉
手
当
（
４
月
１
日
～
）

・
１
万
４
６
０
０
円

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
内
線
294・ 

295)

問

　
園
舎
の
建
て
替
え
の
た
め
、
み
な
み
保

育
園
で
の
一
時
的
保
育
を
休
止
し
ま
す
。

　
一
時
的
保
育
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
平

岡
保
育
園
、
た
か
や
し
ろ
保
育
園
、
豊
井

保
育
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
止
期
間　
４
月
～
平
成
２９
年
３
月

み
な
み
保
育
園

一
時
的
保
育
を
休
止

保
育
課
保
育
係
（
内
線
29３
）

問

　
飼
い
猫
か
ら
繁
殖
し
た
猫
が
野
良
猫
に

な
ら
な
い
た
め
に
、
猫
は
で
き
る
だ
け
室

内
で
首
輪
を
着
け
る
な
ど
し
て
飼
い
、
必

要
に
応
じ
て
不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
野
良
猫
が
増
え
る
原
因
と
な

る
の
で
、
野
良
猫
に
は
む
や
み
に
食
べ
物

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
ペ
ッ
ト

の
飼
育
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飼
育
相
談　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所
食
品・

生
活
衛
生
課　
☎
０
２
６
９
�
６
０
３
５

野
良
猫
に
よ
る
フ
ン
な
ど
の

苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す

環
境
課
衛
生
係
（
内
線
245
）

問
改
定
後
料
金

改
定
日　
６
月
１
日
㈬

※
５
月
３１
日
㈫
以
前
に
く
み
取
っ
た
分
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
料
金
と
な
り
ま
す
。

し
尿
・
浄
化
槽
の
く
み
取
り

料
金
を
改
定
し
ま
す

環
境
課
衛
生
係
（
内
線
245
）

問
区
分

現
行

改
定
後

基
本
料
金

１
８
０
㍑
以
下

１
４
０
０
円
１
５
７
０
円

超
過
料
金

１
８
０
㍑
を
超
え

る
場
合
１８
㍑
ご
と

１
４
０
円

１
５
７
円

市民課生活交通安全係（内線238)申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。
　掲載期間は半年間で、希望により再掲載も可能です。

　　　　　照明器具（和室用・洋室用）／洋服ダンス
／ボストンバッグ
譲ります

譲ってください　　　　　　　  　木くず／テレビデオ／ミシン／車いす
／ハウス用鉄パイプ／プロパンガス用瞬間湯沸かし器／
旅行用スーツケース／着物／帯

リサイクルかわらばん ３月３０日現在

▼展示
市立博物館

㊡火曜日
☎ 22-2005

常設展示室「中野市の自然と歴史・
文化・重要文化財柳沢遺跡展示室」
西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日

☎ 23-2718

・ミシン卸売りセンター信州中野店「洋
　裁教室生徒作品展」　４月１８日㈪まで
・丸山芳文「世界のピンバッジ展」
　５月１日㈰まで
・絵手紙サークルつぶやき作品展「四季
　を楽しむ」　４月２７日㈬～５月９日㈪

児
童
扶
養
手
当
（
４
月
１
日
～
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
４
月
１
日
～
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係（
内
線
３56
）

問
区
分

支
給
額

１
級
該
当
児
童
５
万
１
５
０
０
円

２
級
該
当
児
童
３
万
４
３
０
０
円

全
部
支
給
４
万
２
３
３
０
円

一
部
支
給
９
９
９
０
円
～
４
万
２
３
２
０
円

問環境課衛生係（内線245)

４月１０日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ケ池公園駐車場（市民センター北側）
回収品目　庭木の剪定枝、陶磁器

資源物の特別回収

庭木の剪定枝…直径１5cm以下のもの。※草・根・廃材・果樹剪定枝
は回収できません。
陶磁器…食器類に限る。※汚れたものや陶磁器以外は回収できません。

資源物の特別回収・日曜回収

硬質プラスチック…ポリタンク、ごみ箱、植木鉢、バケツ、漬物樽など、
プラスチック（PP、PE）素材だけのものに限る。
食用油…家庭で使用した天ぷら油で、液体状のものに限る。
古着…洗濯済みの衣類、靴、ネクタイ、バッグなど※汚れや臭いの
あるもの、靴下、タオル、カーテンなどは回収できません。

４月2４日㈰　午前１０時～午後１時
場所　中野市豊田支所
回収品目　硬質プラスチック、段ボール、新聞紙、
雑誌、びん、ペットボトル、食用油、古着

資源物の日曜回収

　指定時間以外の持ち込みは禁止です。また、中野市以外からの
持ち込みは固くお断りします。

５月８日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ケ池公園駐車場（市民センター北側）
回収品目　庭木の剪定枝、硬質プラスチック

資源物の特別回収
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例
年
、
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は

山
火
事
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
次
の
点
に

注
意
し
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

・
枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
火
災
の
起
こ
り
や

す
い
場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い

・
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る

・
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い

・
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙

し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と
と
と
も

に
、
投
げ
捨
て
は
し
な
い

山
火
事
に
ご
注
意
を
！

農
政
課
耕
地
林
務
係（
内
線
251
）

問

●
な
か
の
「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」

販
売
日　

４
月
１３
日
㈬
、
１７
日
㈰
、

２７
日
㈬
、
５
月
１１
日
㈬
、
１5
日
㈰
、

１８
日
㈬
、
２5
日
㈬

販
売
時
間　
午
前
９
時
～
１１
時
３0
分

販
売
場
所　
中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

価
格　
１
袋
（
１5
㎏
）
２
０
０
円

バ
ラ
（
３
０
０
㎏
）
１
５
０
０
円

バ
ラ
（
５
０
０
㎏
）
２
５
０
０
円

※
バ
ラ
売
り
は
１0
日
前
ま
で
に
要
予
約
。

※
バ
ラ
売
り
袋
は
後
日
お
返
し
く
だ
さ
い。

●
未み

ど

り

土
利

販
売
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

販
売
時
間　
午
前
９
時
３0
分
～
午
後
４
時

販
売
場
所　

平
岡
処
理
場（

ナ
ピ
ア

平
岡　
笠
原
５
８
０
番
地）

価
格　
１
袋（

１5
㎏）

２
５
０
円

汚
泥
発
酵
肥
料
　
な
か
の

「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」・「
未
土
利
」

上
下
水
道
課
下
水
道
係
（
内
線
28３
）

問
　

広
報
な
か
の
３
月
号
１３
ペ
ー
ジ

「
実
施
計
画
」
の
記
事
内
容
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正

し
、
お
詫
び
し
ま
す
。

巡
り
合
い
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
事
業

（
誤
）３
２
６
１
万
円

（
正
）３
２
７
万
円

訂
正
と
お
詫
び

高額な追加契約の勧誘に注意！
事例　「３千円でエアコンの洗浄をする」と業者か
ら電話があったので、依頼した。作業終了後、業者に

「風呂掃除が大変だ」と話したら、汚れ防止のコー
ティングを勧められ、１カ月６千円、60回払いのクレジッ
ト契約をした。後日契約書をよく確認すると、支払総
額が約３７万円と高額であり、後悔している。
アドバイス　低価格だから頼んだにも関わらず、作業
後に高額な別契約を追加することになったという相談
が寄せられています。追加の契約はその場では決め
ず、本当に必要かどうか検討しましょう。特に、業者が
室内に入る場合は、断りにくい状況になりがちです。な
るべく家族や周りの人に付き添ってもらい、一人で対
応しないようにしましょう。契約してしまっても、クーリン
グ・オフなどができる可能性があります。不明な点があ
りましたら、下記の相談窓口へご相談ください。

問い合わせ・消費生活相談窓口
市民課生活交通安全係（内線２３８）
長野県北信消費生活センター　☎0２6(２２３）6７７７
消費者ホットライン　☎１

い や や

８８

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

６６

　
新
幹
線
で
お
出
掛
け
の
際
は
、
駅
に
つ

な
が
る
シ
ェ
ル
タ
ー
で
雨
や
雪
の
心
配
が

な
い
「
飯
山
駅
斑
尾
口
駐
車
場
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
サ
ー
ビ
ス
券
や
、
定
期
利

用
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

料
金　
１
０
０
０
円
（
４８
時
間
以
内
）

飯
山
駅
市
営
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

飯
山
市
営
飯
山
駅
斑
尾
口
駐
車
場

☎
０
２
６
９
�
７
０
０
５

問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

長
野
支
所　
☎
０
２
６（
４
８
０
）０
５
２
１

交
通
遺
児
ら
を
対
象
と
し
た

育
成
資
金
な
ど
の
ご
案
内

問

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自
動
車

事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度
の
障
が
い

に
な
ら
れ
た
方
の
子（
中
学
校
卒
業
ま
で
）

に
対
し
、
生
活
状
況
を
考
慮
し
て
育
成
資

金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度
後
遺

障
が
い
に
な
ら
れ
た
方
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
し
介
護
を
必
要
と
す
る
方
へ
、
介

護
料
を
支
給
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
と
は

　
公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

い
る
障
が
い
者
等
用
駐
車
区
画
を
適
正
に

利
用
い
た
だ
く
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
方

や
高
齢
の
方
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
を
対
象

に
、
県
内
共
通
の
「
利
用
証
」
を
交
付
す

る
制
度
で
す
。

制
度
開
始
日　
４
月
２0
日
㈬

利
用
可
能
区
画　
制
度
に
協
賛
す
る
施
設

で
、
専
用
の
案
内
表
示
が
あ
る
駐
車
区
画

信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す

長
野
県
地
域
福
祉
課
地
域
支
援
係

☎
０
２
６
（
２
３
２
）
０
０
５
３

問
申

全
国
で
利
用
で
き
ま
す　
現
在
、
同
様
の

制
度
を
導
入
し
て
い
る
３２
府
県
で
、
利
用

証
の
相
互
利
用
が
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
今
月
号
に
挟
み
込
み
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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▼
募
集

　
本
市
の
知
名
度
の
向
上
や
産
業
振
興
を

図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方

へ
お
贈
り
す
る
返
礼
品
の
出
品
業
者
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
商
品
　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物

ま
た
は
製
造
さ
れ
た
食
品
・
製
品
な
ど
の

う
ち
、
中
野
市
産
業
公
社
へ
納
品
可
能

で
、
贈
答
品
と
し
て
宅
配
可
能
な
も
の

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

出
品
業
者
を
募
集

一
般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社

庶
務
管
理
係
（
内
線
２９９
）

問
申

　
市
内
ぶ
ど
う
栽
培
農
家
の
農
作
業
を
お

手
伝
い
で
き
る
方
や
、
農
作
業
就
労
を
希

望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
作
業
経
験

の
な
い
方
で
も
で
き
る
作
業
で
す
。

作
業
内
容
　
房
切
り
作
業
（
５
月
３０
日
㈪

～
６
月
２２
日
㈬
）
、
袋
掛
け
・
カ
サ
掛
け

作
業
（
７
月
１１
日
㈪
～
２３
日
㈯
）

募
集
説
明
会

期
日

時
間

会
場

４
月
１９
日
㈫

午
前
１０
時

Ｊ
Ａ
中
野
市

営
農
セ
ン
タ
ー

午
後
２
時

Ｊ
Ａ
中
野
市

倭
事
業
所

４
月
２０
日
㈬

午
前
１０
時

Ｊ
Ａ
中
野
市

平
野
事
業
所

４
月
２１
日
㈭
、

２２
日
㈮
、
２５
日
㈪
午
前
１０
時
、

午
後
２
時

中
野
市
役
所

南
宮
庁
舎

ぶ
ど
う
栽
培
農
家
の

農
作
業
支
援
者
を
募
集

一
般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社

農
業
支
援
係
（
内
線
３０３
）

問
　
北
信
州
農
業
道
場
と
は
、
北
信
地
域
の

関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
意
欲
の
あ
る

青
年
農
業
者
を
地
域
の
中
核
的
担
い
手
と

し
て
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設

す
る
農
業
講
座
で
す
。
経
営
の
確
立
と
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

北
信
州
農
業
道
場

受
講
生
募
集

北
信
州
農
業
道
場
推
進
協
議
会

事
務
局　

☎
�
０
２
２
１

問
申

　
市
で
は
、
１０
月
２９
日
㈯
、
３０
日
㈰
の
２

日
間
、
「
（
仮
称
）
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る

さ
と
信
州
中
野
音
楽
祭
」
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　
こ
の
音
楽
祭
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
、
実
行
委
員
の
方
を
募
集

し
ま
す
。
大
勢
の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限
　
４
月
２０
日
㈬

（
仮
称
）信
州
中
野
音
楽
祭

実
行
委
員
募
集

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

（
内
線
３９４
）

問
申

年金
　国民年金は、２０歳以上6０歳未満の学生を含む全ての
方の加入が法律で義務付けられていますが、学生で所得
が一定以下の場合、申請により保険料の納付が猶予され
る「学生納付特例制度」があります。学生納付特例を受
けた期間は、老齢基礎年金額には反映されませんが受給
資格期間に算入されます。また、病気や事故など万が一の
場合には障害・遺族基礎年金を受けることもできます。
　なお、特例制度の利用開始から１０年以内であれば追
納することで受給額を満額に近づけることができます。
新たに特例を受けたい方　市民課国民年金係へ「学生
証の写し（または在学証明書の原本）」「印鑑」をお持ちの
上、手続きしてください。
引き続き特例を受けたい方　前年度に特例を承認され、
今年度も同じ学校に在学する方は、４月初旬から順次送付
されているハガキに必要事項を記入の上、ご返送ください。
　長野北年金事務所　☎026(244)4100
市民課国民年金係（内線237）

「学生納付特例制度」
－申請は毎年度必要です－

　

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」　☎0570（05）1165
平日午前8時30分～午後5時15分

問

対
象
　
新
規
就
農
者
お
よ
び
青
年
農
業
者

講
座
内
容

・
品
目
別
コ
ー
ス
　
り
ん
ご
、
果
菜
類

（
き
ゅ
う
り
、
な
す
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
）

・
選
択
講
座
　
農
業
簿
記
検
定
３
級
、
土

づ
く
り
と
堆
肥
、
病
害
虫
、
農
地
制

度
、
農
業
の
６
次
産
業
化
、
環
境
保

全
型
農
業
、
農
業
機
械
、
農
業
法
人

設
立
、
先
輩
農
業
者
実
践
事
例

開
催
時
期
　
４
月
～
平
成
２９
年
１
月
（
各

講
座
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す
）

開
催
場
所
　
北
信
合
同
庁
舎
会
議
室
ま
た

は
現
地

受
講
料
　
無
料
（
講
座
に
よ
り
実
費
負
担

を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

地
域
交
流
事
業
　
写
真
教
室

受
講
生
募
集

人
権
セ
ン
タ
ー　

☎
�
２
２
８
７

問
申

　
受
講
さ
れ
た
方
は
、
ふ
る
さ
と
写
真
ク

ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
も
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
大
勢
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

開
催
日
　
４
月
２８
日
㈭
、
７
月
２９
日
㈮
、

１０
月
２７
日
㈭
、
１２
月
２２
日
㈭

時
間
　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時

会
場
　
中
野
市
人
権

セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
無
料
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問市立図書館　☎（26）5841

ガフールの伝説
　上映日時　４月１７日㈰　午後２時～

アバター
　上映日時　５月４日㈬　午前１０時～

会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

羊と鋼の森（宮下奈都）／お伊勢まいり（平岩弓枝）
／謡曲　百五十番を歩く（清水昭次郎）／辞書編纂
者の、日本語を使いこなす技術（飯間浩明）／きょうも
箸袋でラブレター（歌代子）／今伝えておきたい、庭師
のワザ（秋元通明）／認知症にならないための生活
習慣（神崎仁）／先生、物理っておもしろいんですか？
（パリティ編集委員会）／いちばんやさしいはじめて使
う介護保険（角田とよ子）／「昭和天皇実録」の謎を
解く（半藤一利ほか）／世界“笑いのツボ”探し（ピー
ター・マグロウほか）／ゴーストライター論（神山典士）

２０１６．４広報なかの

●
電
気
設
備
技
術
科
、ビル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

訓
練
期
間
　
７
月
１
日
㈮
～
１２
月
２７
日
㈫

会
場
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

公
共
職
業
訓
練
受
講
者
募
集

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

☎
０
２
６
９
�
８
６
０
９

問
申

市
営
住
宅
・
若
者
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内
線
２7３
）

問
申

　
現
在
の
空
き
住
宅
と
、
５
月
か
ら
７
月

ま
で
に
明
け
渡
し
が
あ
っ
た
場
合
に
備

え
、
補
充
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅
　
東
山
団
地
・
泉
団
地
・

長
元
坊
団
地
・
小
田
中
団
地
・
城
下
団
地

の
各
市
営
住
宅
、
若
者
住
宅

空
き
の
あ
る
住
宅
　
東
山
団
地
、
長
元
坊

団
地

募
集
期
間
　
４
月
１５
日
㈮
ま
で

選
考
方
法
　
公
開
抽
選
に
よ
り
順
位
を
決
定

抽
選
日
時
　
４
月
２８
日
㈭
　
午
後
１
時
３０
分

抽
選
会
場
　
市
民
会
館
４４
号
会
議
室

※
入
居
者
の
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
や
遺

骨
帰
還
が
望
め
な
い
海
上
に
お
け
る
戦
没

者
の
慰
霊
を
目
的
に
、
遺
族
な
ど
を
対
象

と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
戦
没
者
の
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥お

い

・
姪め

い

、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者

派
遣
地
域
　
硫
黄
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
な
ど

※
参
加
費
用
に
つ
い
て
、
国
か
ら
一
部
補

助
金
が
出
ま
す
。

※
派
遣
地
域
に
よ
っ
て
申
し
込
み
締
め

切
り
日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

福
祉
課
厚
生
保
護
係
（
内
線
２7６
）

問

期
間
　
７
月
２２
日
㈮
～
８
月
１４
日
㈰

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
文
化
交
流
、
学

校
体
験
、
英
語
研
修
、
野
外
活
動
な
ど

派
遣
先
　
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
な
ど

対
象
　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

参
加
費
　
２５
万
～
6９
万
円

応
募
締
切
　
５
月
２6
日
㈭

夏
休
み
海
外
研
修
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
参
加
者
募
集

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会　

☎
03（
６
４
１
７
）９
７
２
１

問
申

　
学
生
と
一
緒
に
受
講
す
る
機
会
と
し
て
、

大
学
の
授
業
を
市
民
（
高
校
生
含
む
）
の

方
々
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

開
講
期
間
　
前
期
　
４
月
～
７
月

　
　
　
　
　
後
期
　
９
月
～
平
成
２９
年
１
月

信
州
大
学
　
市
民
開
放
授
業

受
講
者
募
集

信
州
大
学
学
務
部
学
務
課

☎
０
２
６
３
�
２
８
７
０

問
申

募
集
定
員
　
各
科
１５
人

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

訓
練
内
容
　
も
の
づ
く
り
技
術
、設
備
保
守

募
集
期
限
　
５
月
２6
日
㈭

もしもあの動物と
暮らしたら!?

著／小菅正夫
新星出版社
　あこがれの動物とのハッ
ピーライフ！ペンギンには広
さ１００平方㍍、深さ３㍍以
上のプールを用意！キツネと
いっしょにワクワクお散歩！ゾウの背中をデッキブラ
シでゴシゴシお世話！キリンの輸送には高速道路
を利用！旭山動物園前園長が飼育の極意を伝授！

著／下村健一
岩波書店
　ＬＩＮＥ、フェイスブック、ツ
イッター、メール……自己流
でだいじょうぶ？情報の被
害者にも、加害者にもなら

ないために！ＴＶキャスター、官邸広報などの現場
で奮闘してきた著者と学ぶ受信・発信のキホン。

１０代からの
情報キャッチボール入門
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▼
催
し
・
イ
ベン
ト

　
釣
り
や
ボ
ー
ト
乗
り
、
散
策
な
ど
に
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

期
日
　
４
月
１７
日
㈰

時
間
　
午
前
８
時

利
用
料
金
な
ど
の
割
引(

当
日
限
り)

・
浜
津
ケ
池
　
釣
り
・
ボ
ー
ト 

無
料

・
市
立
博
物
館
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
温

室
・
昆
虫
館
　
観
覧
無
料

・
そ
ば
処
天
悠
（
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

　
手
打
ち
ざ
る
そ
ば
　
５
０
０
円

・
乗
馬
セ
ン
タ
ー
引
き
乗
馬
　
半
額
（
中

学
生
以
上
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下

３
５
０
円
）

浜
津
ケ
池
ボ
ー
ト
開
き

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係（
内
線
２59
）

問

　
帯
の
瀬
ハ
イ
ツ
で
は
、
毎
月
１
回
「
帯

の
瀬
の
日
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
１0
時
～
午
後
３
時

持
ち
物
　
昼
食
、
入
浴
道
具

予
約
　
３
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

期
日

イ
ベ
ン
ト

季
節
の
風
呂

４
月
２６
日
㈫
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏

潤
い
の
湯

５
月
２６
日
㈭
民
謡

菖
蒲
の
湯

６
月
２６
日
㈰
室
内
楽

レ
モ
ン
の
湯

帯
の
瀬
の
日

帯
の
瀬
ハ
イ
ツ　

☎
�
６
２
１
０

問
申

　
市
立
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
読
書
週
間

に
「
お
は
な
し
サ
タ
デ
ー
」
「
お
は
な
し

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」
を
開
催
し
ま
す
。
期

間
中
は
そ
の
ほ
か
に
も
、
お
は
な
し
会
や

絵
本
展
、
上
映
会
な
ど
も
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
読
書
週
間

４
月
２３
日
㈯
～
５
月
１５
日
㈰

市
立
図
書
館　

☎
�
５
８
４
１

問

ご寄付ありがとうございました
中野ライオンズクラブ　様
新入学児童交通安全帽子 ４00個 交通安全推進のため
中高遊技場防犯協会・中高防犯協会連合会　様
ランドセルカバー ４0３個 新入学児童の防犯対策のため
愛知県　大井　正隆　様
現金 １00，000円 延徳小学校児童図書購入のため
福島県　大須賀　由美　様
現金 １0，000円 街の活性化のため

問　庶務課秘書広報係（内線400）申

●
お
は
な
し
サ
タ
デ
ー

日
時
　

・
４
月
２３
日
㈯
　
午
前
１１
時

・
４
月
３0
日
㈯
　
午
後
２
時

・
５
月
７
日
㈯
　
午
前
１0
時
３0
分

・
５
月
１４
日
㈯
　
午
後
２
時

内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

お
は
な
し
会

●
お
は
な
し
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

期
日
　
５
月
１４
日
㈯
、
１５
日
㈰

時
間
　
午
前
１0
時
～
１0
時
３0
分

内
容
　
市
内
小
・
中
学
生
、
高
校
生

に
よ
る
お
は
な
し
会

会
場
　
市
立
図
書
館

入
場
　
無
料

期
日
　
４
月
２４
日
㈰

時
間
　
午
前
１0
時
か
ら
苗
木
終
了
ま
で

※
整
理
券
は
午
前
９
時
１５
分
か
ら
配
布

会
場
　
一
本
木
公
園
、
浜
津
ケ
池
公
園
駐

車
場

無
償
頒
布
本
数
　
各
会
場
３
１
０
本

苗
木
の
種
類
　
シ
ダ
レ
桜
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ド
ウ

ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ア
メ
リ

カ
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
（
白
・
赤
）
、
西
洋
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
ラ
イ

ラ
ッ
ク
、
ハ
ナ
カ

イ
ド
ウ
、
ゲ
ン
ペ

イ
モ
モ
、
ナ
ツ
ツ

バ
キ
、
ヤ
ブ
デ
マ

リ
、
ア
ベ
リ
ア

緑
化
苗
木
頒
布
会

農
政
課
耕
地
林
務
係
（
内
線
２51
）

地
域
振
興
課
振
興
係（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
１

問

　
高
野
辰
之
生
誕
１
４
０
年
を
記
念
し
、

「
特
別
展
～『
故
郷
』の
ふ
る
さ
と
情
景
～
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
館
内
資
料
を
は
じ
め
人
形
作
家
・
高た

か
は
し橋

ま
ゆ
み
さ
ん
の
創
作
人
形
や
、
中
野
き
り

え
の
会
の
創
作
切
り
絵
を
展
示
し
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

期
間
　
４
月
１６
日
㈯
～
６
月
１９
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
　
高
野
辰
之
記
念
館

観
覧
料
　
一
般
　
３
０
０
円

高
校
生
　
１
５
０
円

中
学
生
　
以
下
　
無
料

高
野
辰
之
生
誕
１
４
０
年
記
念

高
野
辰
之
記
念
館
　
特
別
展

高
野
辰
之
記
念
館　

☎
�
３
０
７
０

問



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

３７ ２０１６．４広報なかの

各種相談日程　 期日・時間・会場 問い合わせ先

子ども相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時３0分～午後５時１５分
会場　市役所子ども相談室 子ども相談室（内線２７8）

保健師による子育て相談 期日　４月２２日㈮ 時間　午前１0時～１１時
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）

中央子育て支援センター
☎(22)2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日 時間　午前１0時～１１時３0分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第１木曜日 時間　午前１0時～１１時３0分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
（内線２４２）

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時３0分～午後５時１５分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係（内線３６６）

行政相談 期日　４月１１日㈪、５月１0日㈫ 時間・会場　①午前９時～１１時　豊田支所相談室
②午後２時～４時　市民会館４４号会議室（５月１0日は市民会館４６号会議室）

庶務課庶務文書係
（内線２１１）

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時３0分～午後５時１５分
会場　市役所市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
（内線２３8）

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く） 時間　午前８時３0分～午後５時１５分
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎(23)4810(専用電話)

生活就労支援相談 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く） 時間　午前８時３0分～午後５時１５分
会場　市役所福祉課厚生保護係

福祉課厚生保護係
（内線２７６）

身体障がい者相談所 予約制 期日　毎月第１・３水曜日 時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎(26)3111

福祉相談・ボランティア相談、
結婚相談　予約制

期日　毎週月～金曜日 時間　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎(26)3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午後１時３0分～４時３0分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎(26)3111

法律相談　予約制 期日　毎月第１・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
時間　午後１時３0分～３時３0分 会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎(26)3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時３0分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎(23)4710

交通事故巡回相談 期日　５月１９日㈭ 時間　午前１0時～午後３時
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎(22)3111

権利擁護相談 成年後見制度含む 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時３0分～午後５時１５分
会場　北信建設事務所 中野庁舎３階

北信圏域権利擁護センター
☎(26)2266

▼
相
談

　
国
や
県
、
市
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を

皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や

実
現
を
目
指
す
た
め
、
市
で
は
行
政
相
談

所
を
毎
月
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

小お

の野
す
み
江え

さ
ん（
栗
和
田
）、
町ま

ち

だ田
榮さ

か
えさ

ん

（
栗
林
）、
滝た

き
ざ
わ澤

誠せ
い
い
ち一

さ
ん（
穴
田
）

※
日
程
な
ど
は
、
広
報
紙
や
音
声
告
知
放

送
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
相
談
所
の
開
設

庶
務
課
庶
務
文
書
係
（
内
線
２11
）

問
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
は
長
野
県
が
設
置

し
て
い
る
若
者
の
就
業
を
支
援
す
る
施
設

で
す
。
就
職
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
や
り
た
い
こ
と
が
見

つ
か
ら
な
い
方
や
、
今
ま
で
就
職
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
な
い
方
な
ど
、
仕
事
に

関
す
る
悩
み
を
お
持
ち
の
方
の
相
談
に
専

就
職
の
き
っ
か
け
は

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
」
で

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州

☎
０
２
６
（
２
２
８
）
０
３
２
０

問

門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
応
え
し
ま
す
。

　
ま
た
、
併
設
さ
れ
て
い
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
就
職
情
報
の
提
供
、
求
人
検
索
・
職

業
紹
介
も
で
き
ま
す
。

対
象
者
　
４0
代
前
半
ま
で
の
失
業
者
・
無

業
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
学
生
・
生
徒
の
方

所
在
地
　
長
野
市
新
田
町
１
４
８
５-

１
　
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
４
階

利
用
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
、
１２
月
２９
日
～
１
月
３

日
は
休
み

　
市
で
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
と
共
催

で
「
中
野
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
と
し
て

４0
代
前
半
ま
で
の
方
を
対
象
と
し
た
就
職

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
合
っ
た
仕
事
や
働
き
方
な
ど

就
職
に
関
す
る
相
談
に
、
長
野
県
若
年
者

就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
地
域
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
応
じ
ま
す
。

　
個
人
情
報
な
ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
希
望
の
日
時
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
場
　
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
求
人
紹
介
や
就
職
先
の
あ
っ
せ
ん
を
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
相
談
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

若
者
の
た
め
の
就
職
相
談

「
中
野
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」

営
業
推
進
課
商
工
労
政
係　

（
内
線
２７２
）

問
申
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中野小学校　５年関
せ き

　里
り お

桜さん

　
私
の
夢
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。
私

は
習
い
ご
と
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
や
っ
て
い
ま
す
。
私
の
チ
ー

ム
は
、
全
国
大
会
で
ゆ
う
勝
し

た
チ
ー
ム
で
す
。
な
の
で
、
ま

た
ゆ
う
勝
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
全
日
本
に
入
っ
て
ゆ
う
勝
し

た
い
で
す
。

　
私
は
、
テ
レ
ビ
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
大
会
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
と
て
も
高
く
ジ
ャ

ン
プ
し
て
ア
タ
ッ
ク
を
う
っ
て

い
て
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

な
の
で
私
も
高
く
ジ
ャ
ン
プ
す

る
ア
タ
ッ
カ
ー
に
な
り
た
い
で

す
。

　
私
の
お
母
さ
ん
も
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
、
ア
タ
ッ
カ
ー
で

は
な
く
、
セ
ッ
タ
ー
で
し
た
。

い
っ
ぱ
い
走
っ
て
カ
バ
ー
を
し

た
そ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
の

チ
ー
ム
も
、
い
ろ
ん
な
大
会
で

ゆ
う
勝
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

点
が
決
ま
る
と
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
の
で
、
チ
ー
ム
の
み
ん

な
は
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
私
も
、
点
が
決

ま
っ
た
ら
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
て
、
も
っ
と

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
う
ま
く
な
り
、

元
気
で
、
う
ま
い
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

バレーボールの選手になって
全日本に入りたい！

夢
No.13２

▼
特
産
の
キ
ノ
コ
を
使
っ
た
お
菓
子

「
信
州
ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｓ
」
が
誕
生
。
市
内
の
お
菓
子
屋
さ
ん

が
試
作
を
重
ね
て
創
り
上
げ
た
逸
品

は
、
ど
れ
も
個
性
が
あ
っ
て
、
お
い
し

い
ス
イ
ー
ツ
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
通
り
召
し
上
が
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
気
に
入
り

の
味
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。（
中
沢
）

▼
中
野
市
は
、
全
国
に
誇
れ
る
お
い
し

い
食
べ
物
や
温
か
く
素
晴
ら
し
い
市
民

の
皆
さ
ん
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
中
野
市

を
よ
り
一
層
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
想
い
で
広
報
紙
を
作
成
し
て
き
ま

し
た
が
、
人
事
異
動
に
よ
り
最
後
の
編

集
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
芳
澤
）

▼
暖
か
な
風
が
、
新
し
い
季
節
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
。
目
と

鼻
の
か
ゆ
み
と
い
う
お
ま
け
付
き
で
す

が
、
や
は
り
春
の
訪
れ
は
胸
が
高
ま
る

も
の
で
す
。
４
月
か
ら
、
新
し
い
職
場

へ
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
広

報
作
り
で
得
た
経
験
を
胸
に
、
い
ざ
次

の
職
場
へ
。
春
と
と
も
に
。
（
仲
條
）

面積：１１２．１8㎢
人口：43,8１１ 人（－ 67）
　男　：２１,１85 人（－ ２8）
　女　：２２,6２6 人（－ 39）
世帯数：１5,678 戸（－ １２）
【平成 ２8 年３月１日現在】
（　）は前月比、平成 ２２ 年
国勢調査を基に推計

編
集
後
記

38広報なかの

中野市役所
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